
西
洋
舶
来
の
書
籍
情
報
と
徳
川
日
本
の
視
覚
文
化
の
変
貌

一
七
三
〇
年
代

か
ら

一
八
三
〇
年
代

に
か
け

て

稲

賀

繁

美

西洋舶来の書籍情報と徳川日本の視覚文化の変貌

序

十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
前
半
に
か
け

て
の
日
本

に
、
ど

の
よ
う
な
西
洋

の

知
識
が
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
問
題
を
、

西
洋
起
源

の
書
籍
情
報
を
中
心
と
し
て
、
簡
単
に
振
り
返
る
こ
と
が
、
本
稿

の

課
題
で
あ
る
。
十
六
世
紀
中
頃
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
南
蛮
時
代

の
西
洋
世
界
と
の

交
流

は
、
十
七
世
紀
初
頭

に
徳
川
幕
府
が

キ
リ
ス
ト
教
を
禁
止
し
、
海
外

へ
の

渡
航
を
禁
じ
た
、
い
わ
ゆ
る

「鎖
国
」
体

制
の
確
立
と
と
も
に
、
す
く
な
く
と

も
表
面
的

に
は

一
旦
途
切
れ

る
。
本
稿
で
取
り
上
げ

る
の
は
、
長
崎

の
出
島

(図
1
・
2
)
を
拠
点
と
し
て
商
館
を
運
営

し
た
オ
ラ
ソ
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
(
V

O
C
)
経
由

の
西
洋
知
識
が
、
い
か
に
日
本

で
広
が

っ
た
か
、
と

い
う
課
題
と

な
る
。

十
八
世
紀
後
半

に
至
る
時
期
ま
で
は
、
日
本
側
は
舶
来
の
西
洋
書
物
に
興
味

を
示
し
た
に
せ
よ
、
十
分

に
そ
の
内
容
を
理
解
す
る
だ
け

の
能
力
が
な
か

っ
た
。

む
し
ろ
書
籍

に
掲
載
さ
れ
た
図
版
や
、
単
独

の
版
画
な
ど
に
よ
る
視
覚
情
報
が
、

十
八
世
紀
半
ぽ
ま
で
の
知
的
交
流

の
主
役
を
な
し
た
も
の
と
見
る
の
が
適
切

で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
蘭
学
者
た
ち
が
、
医
学
や
博
物
学
、
天
文
学
、
地
理
学
な
ど

の
専
門
書

の
翻
訳
に
勤
し
む
よ
う
に
な
る
十
八
世
紀
末

か
ら
十
九
世
紀
前
半

に

入
る
と
、
大
衆

の
娯
楽

に
あ

っ
て
は
、
西
洋
起
源

の
図
版
や
視
覚
情
報
が
、
換

骨
奪
胎
さ
れ
て
、
縦
横

に
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
活
用
の
有
り
様
を

辿
る
こ
と
で
、
逆
に
当
時
ど
の
よ
う
な
西
洋

の
書
籍
や
図
版
が
日
本
に
将
来
さ

れ
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
情
報
網
を
通
じ
て
蘭
学
者

か
ら
絵
師
や
戯
作
作
家

へ
、
あ
る
い
は
武
士
か
ら
町
人

へ
と
伝
達
さ
れ
、
共
有
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
が

推
定
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
推
察
を
通
じ
て
、
視
覚
情
報
を
中
心
と
し
て
、
徳
川

期

の
日
本
に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
知
的
世
界
が
変
貌
し
た
の
か
を
概
観
し
て
ゆ

き
た
い
。
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眼
鏡
絵
と
浮
絵

図1「 長 崎 」エ ソ ゲ ル ベ ル ト・ヶ ソ プ フ ァー[ケ ソ ペ ル:1651-1716]

『日本 』 所 収 の挿 絵

お
く
む
ら

ま
さ
の
ぶ

 最
初
に
取
り
上
げ

る
の
は
、
奥
村
政
信

(
一
六
八
六
ー

一
七
六
四
)
と

い
う

浮
世
絵
師
。
政
信
は
寛
保
三

=

七
四
三
]
年

に
は
自
ら

「
浮
絵
根
源
」
を
唱

え
て
い
る

(図
3
)。

一
七
四
〇
年
前
後

(元
文
か
ら
寛
保
の
頃
)
に
西
洋
起
源

の
透
視
図
法
が
日
本

で
最
初
に
試
み
ら
れ
、
そ
れ
が
政
信

の
周
辺
だ

っ
た
と
み

て
、
ま
ず
間
違

い
な
い
。
と
は
い
え
政
信

は
直
接
に
西
洋

の
書
籍
に
接
し
た
の

で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
は
蘇
州
版
画
を
手
本

に
し
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ

の
証
拠

と
さ
れ
る

の
が

《無
題

[唐

人

館
之
図
]
》
(図
4
)。
蘇
州
版

画

の

図2川 原慶賀 《長 崎湾図》(ca.1814-30)神 戸市立博物館

《蓮
池
亭
遊
戯
図
》
(図
5
)
の
建
物
内
部
の
構
図
を
借
用
し
、
窓ひ

し

の
外

の
景
色
は
和
風

の
山
水
画
に
置
き
換
え
、
室
内
の
人
物
は
菱

か
わ
も
ろ
の
ぶ

川
師
宣

(?
1

=
ハ
九
四
/
五
)
の

《
美
人
絵
尽
》
か
ら
按
配
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

(岡

一
九

九

二
口
七
六
・
岸

一
九
九
四

"
九
)。
《
蓮
池
亭
遊

戯

図
》
《無

題

[唐
人
館
之
図
]
》
は
、
両
者
と
も
例
外
的
に
大
型
の
版
画
だ
が
、

こ
れ
は
容
易
に
西
洋
わ
た
り

の
眼
鏡
絵
の
た
め
の
版
画
を
思

い
起

こ
さ
せ
る
。
日
本
で
も
眼
鏡
絵
は
ま
も
な
く
流
行
の
兆
し
を
見
せ
、

ま
る

や
ま
お
う
き
よ

京
都

で
は
円
山
応
挙

(
一
七
三
三
-

一
七
九
五
)
が
幾

つ
も

の
作

す
ず
き

は
る
の
ぶ

例
を
残
し
て
い
る
し
、
江
戸
で
は

一
七
六
〇
年
代

に
鈴
木
春
信

(
一
七
二
五
ー

一
七
七
〇
)
が

《
六
玉
川

高
野

の
玉
川
》
(図
17
)

で
、
反
射
式
覗
き
眼
鏡
こ
し
に
畳
の
上
に
置
か
れ
た
逆
さ
の
絵
を

眺

め

る
趣

向

を

見

せ

て

い

る

(内

山

一
九

九

六

"
四
九

・
ス

ク
リ

ー

チ

一
九

九

八

"
二
〇
亠ハ
)
。

こ

う

し

た
初

期

の
浮

絵

出

現

の
背

後

に

は

ど

の

よ
う

な

西

洋

舶

来

の
書

物

が

想

定

で
き

る

の

だ

ろ

う

か
。

ジ

ュ
リ

ア

ン

・
ジ

ン

・
リ

ー

は

そ

の
博

士

論

文

で

ア

ン

ド

レ

ア

・
ポ

ッ

ツ

ォ

(〉
一P
α
『
Φ
9

℃
O
N
N
O
…
H
O
ら
bQ
I
H
刈
O
㊤
)
、

頴

愚

鳴
ら
黠
ミ

国

ら
む
ミ

ミ

ミ

匹
§
ミ

尉
ミ
o
ミ

ミ

(卜○
<
O
H.
菊
O
b
p
Φ
…
H
①
㊤
ω
I
H
刈
一
ト⊃
)

の
存

在

を

指

摘

し

て

い

る

(
い
①
Φ

一
㊤
刈
Q。
)

(
図

6
)
。

イ

エ
ズ

ス
会

の
教

会

建

築

や

天

井

画

を

遺

し

て

い

る
ポ

ッ

ツ

ォ

の
唯

一
の
こ

の
著

作

は
、

一
七

二

三
年

に
年

希

堯

(
?

1

一
七

三

八
)

に

よ

る

『
視

学

』

と

い
う

中

国

語

訳

初

版

が

知

ら

れ

、

二
九

年

に

14
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図6ポ ッッ ォAndreaPozzo,P6ゆ66'zη8

P魏07%窺4、476初66'07%辮,2vol.Rome,1693

-1712 .の 中 国語 訳 『視 学 』 改 訂 版(1735)

図17鈴 木春 信 《高野 の玉川》(1765-70)

神戸市立博物館[眼 鏡絵 の趣 向]

図3奥 村政信 《両国橋夕涼図》(1742-44)神 戸市立博物館

図4奥 村政信 《無題 〔唐人館之図〕》神戸市立博物館

図5《 蓮池亭遊戯図》蘇州版画
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は

『
視

学

精

蘊

』

と

し

て
刊

行

、

一
七

三

五
年

に

は
増

補

改

訂

に

よ

り
、

原

典

と

は
別

の
書

物

か

ら

五

十

余

点

の
図

版

を

補

い

『
視

学

』

と

し

て
刊

行

さ

れ

て

い

る
。

ポ

ッ

ツ

ォ

の
原

書

は
、

一
六

九

八
年

に
中

国

に
来

た

イ

タ

リ

ア

の
画

家

に

し

て

建

築

透

視

図

法

の
専

門

家

、

ジ

ョ
ヴ

ァ

ン

ニ

・
ゲ

ラ

ル

デ

ィ

ー

二

(∩
甲一〇
<
四
昌
ロ
一
〇
ゴ
Φ
同
鋤
『
匹
一昌
一"
一
①
㎝
蔭
1
")
、

あ

る

い
は

一
七

一
〇
年

に
入

国

し

た

イ

タ

リ

ア
人

マ

ッ
テ

オ

・
リ

パ

(罎

簿
8
0

霞

冨

/

馬
国

賢

"

=

ハ
八
ニ
ー

一
七

四

五
)

に

よ

っ
て
将

来

さ

れ

た

可

能

性

が

指

摘

さ

れ

て

い

る

(鶴

田

一
九

九

五

冖
四

四

一
、

池
上

一
九
九

五

"
四

四
七
)
。
頃

は
康

熙

帝

の
長

い
統

治

[
一
六

六

一
ー

一
七

二

二
]

の
後

期

、

イ

エ
ズ

ス
会

士

ジ

ゥ

ゼ

ッ

ペ

・
カ

ス

テ

ィ

リ

オ

ー

ネ

(Ω
貯
ω
8

b
Φ
O
餌
ω江
㈹
ぎ

昌
Φ
/

郎

世
寧

"

一
六

八

八
i

一
七

六

六
)
が

宮

廷

に

画

家

と

し

て
仕

え

る

よ

う

に

な

る

の
も

、

こ

の
直

後

の

一
七

一
五
年

か

ら

の

こ

と

で

あ

る

。

ポ

ッ

ツ

ォ

の
著

作

の
中

国

語

訳

に

は

、

劇

場

舞

台

図

(
図

7
)

も

挿

入

さ

れ

て

お

り

、

リ

ー

は
そ

こ

に

日

本

に

お

け

る

歌

舞

伎

舞

台

を

描

く

浮

絵

の
直

接

の

と
く
が
わ
よ
し
む
ね

起
源
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
。
日
本

で
は
徳
川
吉
宗

の
治
世

(
一
七

一
六
-
四

五
)
を
迎
え
、
実
学
と
し
て
の
蘭
学
が
推
奨
さ
れ
始
め
た
と
さ
れ
る
時
期
に
あ

も
た
ら

た
る
。
も

っ
と
も
ポ

ッ
ツ
ォ
の
中
国
語
訳
が
日
本

に
齎
さ
れ
た
証
拠
は
、
現
在

ま
で
の
と
こ
ろ
あ
が

っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
た
と
え
将
来
さ
れ
た
と
し
て
も
、
奥

村
政
信

の
よ
う
な
町
絵
師
に
こ
れ
に
接
す

る
機
会
が
あ
り
、兇
た
保
証
も
な
い
。

し
か
し
、
政
信
に
と

っ
て
は
、
蘇
州
版
画

の
よ
う
な
実
例
さ
え
あ
れ
ば
、
経
験

的
に
そ
の
構
図
を
応
用
す
る
の
は
、
さ
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
な
か

っ
た
は
ず
。

す
ぎ
た

げ
ん
ぱ
く

ち

な

み

に
杉

田
玄

白

(
一
七

三

三
-

一
八

一
七

)
が

『
蘭

学

事

始

』

(
一
人

一
五
)

で
、

吉

宗

に

よ

る
蘭

学

推

奨

の
逸

話

を

語

る

に
際

し

て
持

ち

出

し

た
書

物

は
、

ス

コ

ッ

ト

ラ

ン

ド

系

ポ

ー

ラ

ソ
ド

人

、

ヨ

ハ
ソ

ニ

ス

・
ヨ

ン

ス

ト

ヌ

ス

Q
o
-

冨

巨

Φ
ω

冒

昌
ω
8
口
仁
ω
匹

芻
刈
"
1

屋
器
)

[
オ

ラ

ン
ダ
語

名

ヨ

ソ

ス

ト

ソ

ロ
冒

昌

旨
O
昌
ω
叶O
づ
]

の

『禽

獣

図

譜

』

(蕁

§
沁
§
舂

切
8
さ

建
ミ
鑓

壁
§

魯

≧
ミ
ミ
ミ

譜
丶
類
轄
遷
。ミ
欝

b
臘
ミ
§
)。
そ
の
図
版

の
精
密
さ
に
感
嘆
し
た
将
軍
吉
宗
が
、

文
章

の
翻
訳
を
命
じ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
蘭
学
が
将
軍

の
お
墨
付
き
で
興
隆
の
端

緒
を
得

た
、
と
す
る

(架
空

の
?
)

縁
起
が
語
ら
れ
て
い
る
。

う
た
が
わ
と
よ
は
る

さ

て
、

奥

村

政

信

に

や

や

遅

れ

て
、

歌

川

豊

春

(
一
七

三

五
-

一
八

一
四
)

が

浮

絵

に
取

り

組

む

よ
う

に

な

る
。

豊

春

に

は

か

な

り

の
数

の
歌

舞

伎

舞

台

の

内

景

を

描

い
た

浮

絵

が

知

ら

れ

、

途

中

か

ら

は
明

確

に
水

平

線

を
意

識

し

た
構

図
作

り

を

し

て

い

る

こ

と

も

注

目

に
値

す

る
。

西

洋

原

典

か
ら

の
借

用

の
中

に

は

《
浮

絵

紅

毛

フ

ラ

ン

カ

イ

湊

万

里

鐘

響

図

》

(
図

8
)

と

呼

ば

れ

る
作

品

が

あ

り

、

既

に

指

摘

も

あ

る

よ

う

に

、

カ

ナ

レ

ッ
ト

(
0
9
]p
臼ρ
一①
叶什○
"
]「①
Φ
刈
l
H
刈
①
Oo
)

描

く

ヴ

ェ
ネ

チ

ア

の

カ

ナ

ル

・
グ

ラ

ソ
デ

の

風

景

を

ヴ

ィ

セ

ソ

テ

ィ

ー

二

(〉
]P
什
O
b
一
〇

ノ丶
一ω
Φ
]P
け一コ
一一
目
①
OoQo
-
H
刈
c◎
bO
国)

が

腐

蝕

銅

版

画

に

起

こ

し

た

も

の

(
図

9
)

を

下

敷

き

に
し

て

い

る

(()
犀
鋤
]p
O

一
ゆ
①
Φ
…
ら
り
co
)
。

す

な

わ

ち

豊

春

は
何

ら

か

の
方

法

で
、

こ

の
銅

版

画

か

そ

の
複

製

を

見

る

機

会

を

得

て

い

た

こ

と

に
な

る
。

ま

た

豊

春

に

は

《
浮

絵

ア

ル

マ

ニ
ア
珍

薬

物

集

之

図

》

(
図

10
)

と

い

う

作

品

も

あ

る
が

、

こ

れ

は

オ

ラ

ソ
ダ

の
博

物

学

者

で
東

イ

ソ
ド

会

社

に

勤
務

し

た

G

・
E

・
ル

ソ

フ

ィ
ウ

ス

(○
●
国
・
幻
ロ
ヨ
〇
三
二
ω
」
①
N
。。
亠
刈
8
)

の

『
ア

ソ
ボ

イ

16
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図7劇 場舞 台図1723年 に年希堯訳 『視学』,

蘊』;1735年 増補改訂 『視学』

1729年 には 『視学精

藕 罵 帆

9寓 "3/藍2凱 φ騨、鋤 鳳

図9ア ソ トニ オ ・ヴ ィセ ソテ ィ ー 二AntonloVlsentln1

《カ ナ ル ・グ ラ ソ デ 》カ ナ レ ッ ト原 画 に 基 づ く腐 蝕 銅 版 画

図8 歌川豊春 《浮絵紅毛 フランカイ湊万里鐘響図》

図10歌 川豊春 《浮絵アルマニア珍薬物集之図》神戸市立博物館

図11G.Eル ン ブ イウ ス 『ア ン ボ イ

ナ 奇 品 室 』(ア ム ス テ ル ダ ム刊1705/

1741)G.E.Rumphius,D㌔4吻 ∂o勿s6加

矯 万観 伽 雁 ろAmsterdam,1705
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ナ
奇

品

室

』

(
ア

ム

ス
テ

ル
ダ

ム
刊

一
七
〇

五
/

一
七

四

一
)

の
扉

絵

(
図

11
)

を

借

用

し

て

い

る

(
内

山

一
九

九

六

冖
六

三
、

日
蘭

一
九

九

八

"
一
五
〇
1

一
)
。

豊

春

の
作

品

で

は

ア

ン

ボ

イ

ナ
島

が

ア

ル

マ

ニ
ア

(
凵
ド

イ

ッ
)

に
化

け

て

い

ひ
ら
が

げ
ん
な
い

る
。
こ
の
著
書

は
、
蘭
学
者
と
し
て
著
名

な
平
賀
源
内

(
一
七
二
八
-

一
七
七

九
)
の

『物
産
書
目
』
に
も
、
明
和
三

[
一
七
六
六
]
年
春

に
入
手
し
た
と
の

記
録
が
見
え
る
が
、
豊
春

の
作
品
と
源
内

の
記
事

の
前
後
関
係

は
確
認
で
き
な

い
。
と
は
い
え
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
遅

く
と
も
明
和
年
間
頃

(
一
七
六
四
-

七
二
)
に
は
、
浮
世
絵
師
も
高
価
な
蘭
書
を
目
に
す
る
機
会

に
恵
ま
れ
て
い
た

も
の
と
推
定

で
き
る
。

二

蘭
学
興
隆
と
視
覚
世
界

の
変
貌

透

視

図

法

の
研

究

で

著

名

な

S

・
Y

・

エ
ジ

ャ

ー

ト

ン
は

あ

る
論

文

の
な

か

で
、

ア
ゴ

ス
テ

ィ

ノ

・
ラ

メ

ル

リ

(
》
ひq
O
ω
岳
昌
○

閑
鋤
ヨ
①
≡
)

に

よ

る

歯

車

仕

掛

け

の

ウ

イ

ン

チ

の
説

明

図

(
一
五
八

八
)

(
図

12
)

が

、

中

国

語

訳

(
『古

今

図
書

集

成
』
所

収

)

の
挿

絵

(
一
七

二
亠ハ
)

(
図

13
)

で

は

、

歯

車

の
仕

組

み
が

不

明

な

図

に
置

き

換

え

ら

れ

、

肝

腎

要

の
部

分

が

「
気

」

の
表

現

に

よ

っ
て
覆

わ

れ

て

し

ま

い
、

つ
い

に

は

水

流

に
化

け

て

い

る

と

い
う

興

味

深

い
事

実

を
指

摘

し

て

い

る

(国
α
ひq
Φ
誹
o
昌

H
㊤
。。
O
)
。

論

者

が

こ

こ

で
比

較

に

用

い

た

の

は

、

ヒ

エ

ロ

ニ

ム

ス

・
ナ

タ

リ

ス

の
天

主

降

誕

の
図

(臣

興
o
身

ヨ
⊆
ω
Z
①
琶

す

肉
◎
黛
鑓

ミ

ミ
鳴

鶤

魯

適
ミ

§

鴣

ミ
塁

霸
㊤
ω
)
。

こ

の
図

は

『
福

音

書

画

伝

』

(
一
六

三
七
)

と

し

て
漢

訳

さ

れ

て

い

る

が

、

そ

こ

で
は

聖

霊

を
包

む

雲

気

が

奇

跡

を

演

出

し

て

い

た
。
こ
こ
で
超
自
然
現
象
を
描
く
の
に
雲
が
登
場
し
た
の
は
東
西
に
共
通
し
て

い
る
が
、

ウ
イ

ン
チ
の
仕
組
み
も
ま
た
、
舶
来
原
書

の
挿
絵
が
漢
訳

の
挿
絵

へ

と
置
き
換
え
ら
れ
る
過
程
で
、
理
解
不
能
な
超
自
然
現
象

へ
と
還
元
さ
れ
て
し

ま

っ
た
、
と
い
う

の
が
、
こ
の
科
学
史
家

の
解
釈
だ
。
中
国
で
は
文
人
と
職
人

と
が
身
分
を
異
に
し
、
文
人
は
機
械

に
興
味
を
示
さ
ず
、
ま
た
挿
絵
職
人
は
機

械
を
理
解
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
な
い
ま
ま
に
仕
事
を
果
た
し
た
。
そ
の
結
果
、

中
国

の
百
科
事
典
は
、
十
九
世
紀

に
至

っ
て
も
実
用
と
無
縁

に
終
わ

っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
こ
に
著
者
は
、
透
視
図
法
や
陰
影
法
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
中
国
文

明
の
限
界
を
指
摘
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
例
か
ら
四
十
年
弱
を
経
た
日
本

で
は
、
支
配
階
級
の

武
士
た
ち
が
、
蘭
学
者
と
と
も

に
実
学
的
な
見
地
か
ら
、
西
洋
の
技
術
を
貪
欲

に
吸
収
し
よ
う
と
す
る
…機
運
が
漲
る
。
そ
の
先
駆
者

の
ひ
と
り
が
平
賀
源
内
。

か
れ
は
中
国

の
宋
応
星
が
著

し
た
産
業
技
術
書

『天
工
開
物
』
(
一
六
三
七
)

の

「精
糖

の
図
」
(図
14
)
を
改
良

し
て
、
自
著

『物
類
品
隲
』
(
一
七
六
三
)

に

「蔗

ヲ
軋

ツ
テ
漿

ヲ
取

ル
図
」
(図
15
)
と
し
て
収

め
て
い
る
。
臼
を
回
す

牛

の
背
中

の
表
現
に
陰
影
法
を
、
ま
た
臼

の
構
造
を
描

い
た
部
分
に
、
西
洋
流

の
透
視
図
法
を
認
め
る
の
は
、
あ

る
い
は
強
引
な
見
方
か
も
し
れ
な

い

(成
瀬

二
〇
〇
四

"
二
三
)。
し
か
し
、
す
く
な
く
と
も
動
力
構
造
と
空
間
的
配
置
が
、

『天
工
開
物
』

の
挿
絵

(図
14
)
よ
り
も

文
化
的
背
景
や
知
的
教
養

の
如

何
を
問
わ
ず

は
る
か
に
明
確
な
こ
と
は
否
定
で
き
ま
い
。
自
ら
物
産
会
を

催
し
た
本
草
学
者
源
内
は
、
ま
た
壊
れ
た

エ
レ
キ
テ
ル
を
自
分
で
修
繕
し
て

一

18
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図14宋 応星 『天工開物』(1637)「 精糖 の図」

図15平 賀源 内 『物類 品隲』(1763)「 蔗 ヲ軋 ッテ

漿 ヲ取 ル図」

図12ア ゴス テ ィ ノ ・ラメ ル リ 《歯 車 仕 掛 け の ウイ ソチ の 説 明 図》

AgostinoRamelli,五 θ4勿 θ7sθε'ακ勿6ゴo∫6窺 α6雇 麗,1588

図13同 上 中国語訳 『古今 図書 集成』の挿絵(1726)

図16森 島中良 《エ レキテル実験の図》 『紅毛雑話』(1787)
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図26佐 竹曙 山 『画図理解』(1778)中 の 、螺旋 階段 の図 と、女性

裸体図

図25ヘ ー ラル ト・デ ・ラ イ レ ッセ[通 称]『 大 絵

画 本 』 よ りGerarddeLalresse,Gzoo'So雇14傑

∂o盈,Haarlem,1740

儲
け
を
企
ん
だ
逸
話

で
も
有
名
だ
が

(森
島

一
九
九
四
)
(図
16

凵
左
端
の
人

物
は
顔

つ
き
か
ら
し
て
源
内
そ
の
人
の
肖
像
だ
ろ
う
)
、
こ
う
し
た
金
銭
感
覚
も
ま

た
、
儒
教
倫
理
に
固
ま

っ
た
中
国
の
士
大
夫
階
級

に
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
振

る
舞

い
だ
ろ
う
。

ひ
ら
ふ
く
ひ
や
く
す
い

角
館
出
身

の
画
家
、
平
福
百
穂

(
一
八
七
七
1

一
九
三
三
)
の
伝
え
る
と
こ

ろ
で
は
、
源
内
が
秋
田
藩
に
招
か
れ
て
、
た
ま
た
ま
立
体
的

に
球
形
を
描
く
画

法
を
教
え
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
、
い
わ
ゆ
る
秋

田
蘭
画
と
呼
ば
れ
る
、
西
洋

風

の
画
法
を
取
り
入
れ
た
画
派
が
成
立
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
だ
と
言
う
。
真

偽

の
ほ
ど
に
関
し
て
は
確
証
に
欠
け
る
逸
話
だ
が
、
そ
の
主
要
な
構
成
員
と
し

さ

た
け
し
よ
ぎ
ん

て
、
ま
ず
秋
田
藩
主

の
佐
竹
曙
山

(
一
七
四
八
-

一
七
八
五
)

の
存
在

に
注

目

し
た

い
。
か
れ
は

『画
法
綱
領
』
お
よ
び

『
画
図
理
解
』
(
一
七
七
八
)
と
題

さ
れ
た
、
日
本
で
最
初
の
西
洋
絵
画
に
関
す
る
文
献
を
著
述
し
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
。

こ
れ
ら
は
版
刻
こ
そ
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
。

『画
図
理
解
』
は
、
透
視
図
法
と
陰
影
法

に
関
す
る
挿
絵
を
付

し
、
油
絵
具

の

材
質
や
調
合
を
指
南
し
た
実
用
書
。
『画
法
綱
領
』
は
、
実
用

の
技
術
と
し
て

西
洋
絵
画
の
利
点
を
述
べ
た
理
論
書
。
ち
な
み
に
曙
山
の

(通
称
)
「写
生
帳
」

に
み
え
る
女
性
裸
体

の
実
測
図

(図
26
)
は
、
通
称
ラ
イ

レ
ッ
セ
の

『大
絵
画

本
』
と
呼
ば
れ
る

Ω
臼
彎
α
創
Φ
い
巴
お
ωωρ

O
こ
o
味
9
ミ
N§
さ
o墨

一
譯
O
(図

25
)
の
引
き
写
し
で
あ
り
、
螺
旋
階
段
の
図

(図
26
)
と

「看
斜
平
円
之
法
」
、

「看
斜
八
方
之
法
」
は
、
ジ

ョ
セ
ブ
・
モ
ク
ソ
ン
の

『実
用
透
視
法
』
(冒
ωΦ9

冨

○
×
o
P

ミ

ミ
帖§
丶
寄

愚

§
職
竃
鴇
一
①
ざ

)

に
収

め
ら

れ

た

図

と

同

縮

尺

の
複

写

20
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で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(原

一
九
八
四

u
二

一
〇
)。
こ
こ
か
ら
、

少
な
く
と
も
複
数

の
種
本
を
複
合
し
て
、
曙
山
が
著
述
を
な
し
た
さ
ま
が
推
定

で
き
る
。

そ

の
理
論
書

で
曙
山
は
、
自
分

の
体
得

し
た
西
洋
の
技
法

に
よ
れ
ぽ
、
球
や

半
円
、
「望
臨

ノ
実
体
」
、
高
低
、
「遠
近

ノ
度
数
」
に
至
る
ま
で
、
「曙
山
学
ブ

ト

コ
ロ
皆

コ
レ
ヲ
分

ッ
」
と
豪
語
し

て

い
る
。
透
視
図
法

O
臼
ωb
①o
菖
く
Φ
が

「遠
近
の
度
数
」
と
呼
ぼ
れ
て
い
る
が
、

「遠
近
」

は
対
句
を
好
む
中
国

の
語
法

の
影
響
で
あ
り
、
直
接
的
に
は
無
関
係
な
が
ら
、
す
で
に

『視
学
』

の
序
文
に

し

ば

こ
う
か
ん

も
見
ら
れ
た
表
現
。
さ
ら
に
曙
山

の
著
述

か
ら
二
十

一
年
後
に
司
馬
江
漢

(
一

七
四
七
-

一
八

一
八
)
の
著

し
た

『西
洋
画
談
』
(
一
七
九
九
)
に
は

「
遠
近

の

理
」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。
こ
こ
で
空
間
を
透
視
す
る
は
ず

の
技
法
が
、
遠

近
を
対
比
す
る
技
法
と
し
て
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
文
化
翻
訳
に
お
け
る
誤

解
と

い
っ
て
も
よ
い
事
態
が
潜
ん
で
い
た
。
と
い
う
の
も
三
次
元
空
間
を
連
続

体
と
し
て
二
次
元
平
面
に
幾
何
学
的
操
作

に
よ

っ
て
還
元
す
る
手
段
た
る

b
臼
-

ωb
Φ。
ぼ
く
Φ
が
、
東

ア
ジ
ア
漢
字
文
化
圏
に
至

っ
て
、
空
間
を
遠
近
に
分
節
す
る

曙
山

の
い
う

「分

ッ
」

認
識
装
置

へ
と
、
逸
脱
し
た
理
解
を
被

っ
た

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
曙
山
の

《
松

に
唐
鳥
図
》
な
ど
に
は
、
こ
の
遠
近

の
大
小
と
濃
淡

の
対
比
を
こ
そ
、
西
洋
画
法

の
神
髄
と
見
做
し
た
若
き
秋

田
藩

主

の
実
験
的
精
神
が
横
溢
し
て
い
る
。

三

解
剖
学
と
光
学
装
置

お

だ

の

な
お

こ
の
藩
主
の
傍
ら
で
質
量
と
も

に
優
れ
た
作
品
を
残
し
た
の
が
、
小
田
野
直

た
け武

(
一
七
四
九
-

一
七
八
○
)
。
な
か
で
も

《
不
忍
池
》
は
そ
の
傑
作
と
し
て
名

高
く
、
こ
こ
で
も
近
景
の
鉢
植
え
の
芍
薬
と
、
遠
景
の
不
忍
池
と

の
著
し
い
対

比
が
、
か
れ
ら
の
理
解
し
た

「遠
-
近
法
」

の
特
徴
を
如
実
に
物
語

っ
て
い
る
。

ま
え
の

り
よ
う
た
く

そ

の
小
田
野
直
武
は
ま
た
、
前
野
良
澤

(
一
七
二
一ニ
ー

一
八
〇
三
)
と
杉
田
玄

白
が
訳
し
た
西
洋

の
解
剖
学
書

『解
体
新
書
』
(
一
七
七
四
)
に
挿
絵
を
施

し

た

こ
と

で
も

有

名

(図
29
)。
そ

こ

に
見

ら

れ

る
解

剖

図

は
ビ

ド

ロ
ー

(
O
o
〈
鋤
a

しd
售

o
ρ

卜
§

な
§
ミ

ミ

§
貸
ミ

9

鳶
§

.勲

〉
日
ω
8
『
量

β

H
①
。。
α
)

に
拠

る
も

の
で
、
作
画

は
ラ
イ

レ

ッ
セ
ぴ
巴
お
ωω①
の
手

に
な

る
も

の
で
あ

っ
た

(菅
野

一
九
八
七

ニ
ハ
九
-
七
二
)
。
乱
暴
を
承
知
で
す
こ
し
先
走

る
な
ら
、
『解

体
新
書
』
の
挿
絵

の
よ
う
な
陰
影
を
施
し

た
人
体
骨
格

図

(内
山

一
九
九

う
た
が
わ
く
に
よ
し

六

H
八
九
)
が
先
に
な
か

っ
た
な
ら
、
歌
川
国
芳

(
一
七
九
七
-

一
八
六

一
)
の

幽
霊
画
の
傑
作

《相
馬
の
古
内
裏
》
(図
30
)

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
立
体
感

に
富
む
、
写
実
的
な
骸
骨
表
現
は
出
現
し
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
後

い
し
か
わ
た
い
ろ
う

に
述

べ

る

石

川

大

浪

(
一
七

六

五

-

一
八

一
七
)

は
杉

田
玄

白

の
晩

年

の
肖

像

を

描

い

て

い

る

(
一
八

=

亠
)

(
図

27
)
が

、

そ

の
足

元

に

置

か

れ

た
書

物

は
、

扉

の
銅

版

画

か

ら

ロ
ー

レ

ン

ッ

・

ハ
イ

ス
タ

ー
、

当

時

は

ヘ
イ

ス
テ

ル
と

呼

ぼ

れ

た
外

科

医

(い
鋤
霞
Φ
自

=
Φ
茸

①
『
二

六

八
三
1

一
七

五

八
)

の
著

名

な

外

科

手

術

教

本

(
蘭

語
版

初

版

."
一
七

七

六
)

で
あ

る

こ

と
が

す

で

に
指

摘

さ

れ

て

い

る

(
勝
盛

一
九

八

二

u
六
-

七
)

(
図

28
)
。

当

時

を

代

表

す

る

こ

の
外

科

の
教

お
お
つ
き
げ
ん
た
く

科

書

は

、

大

槻

玄

澤

(
一
七

五
七

1

一
八

二
七
)

ら

が

邦

訳

す

る

こ
と

に

な

る

。
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図27石 川 大浪 《杉 田玄 白像

[1733-1817]》(1812)手 元 には
LorenzHeister『 外 科 書』、

飾6漉%π4忽60η467尠 忽㎎ 砌

(蘭語版1776)が 見 える

図28LorenzHeister(1683-1758),劭 ε1一

嬲々 漉gθ0η46脚yz劾gθ η.(蘭 語 版1776)

図29小 田野直武 『解体新書』挿絵(前 野 良沢 ・杉 田玄 白訳)

(1774)

図30歌 川 国芳 《相馬 の古 内裏 》[骸 骨 の絵]

図24小 田野直武 《獅子 》(1775?)

図23《 ラ イオ ンの 図 》 ヨ ンス トン 『禽 獣 図 譜 』J.Jon-

ston,翫 甜 舵%γ 勾8β θS6乃η〃初9θ απ4θ 翫'%%7467

碗6γθ06忽 θDz6名 砌,Amsterdam,1660
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こ

の

よ

う

に

、

蘭

癖

∪
暮

0
9

『
o
甑
鋤

は
蘭

学

者

や

武

士

か

ら

町

絵

師

に

い

た

る

人

々
を

巻

き

込

ん
だ

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

を

形

成

し

て

い
た

わ

け

だ
が

、

そ

の

な

か

で
人

々

の
発

想

源

と

し

て
珍

重

さ

れ

た

書

籍

に
、

「
ド

ド

ネ

ウ

ス
」

の

『
生

植

本

草

』

(
9

<
畧

α
Φ
<
鋤
=
Φ
・。
8
一
)
、

ヨ

ン

ス

ト

ン

の

『禽

獣

図

譜

』
、

さ

ら

に

は

通

称

「
ラ

イ

レ

ッ

セ
」

の

『
大

絵

画

本

』

(
0
9
胃

α

α
Φ

冨

冨

ω
ω
ρ

O
こ
ミ

の
ら
ミ
N§

さ
ミ
鳶

嵩
ミ
)

な

ど

が

あ

る

。

平

賀

源

内

は

ド

ド

ネ

ゥ

ス

『
生

植

本

草

』

を

明

和

二

[
一
七

六

五

]

年

に
、

ヨ
ソ

ス
ト

ソ

『
禽

獣

図

譜

』

を

同

五

[
一
七

六

八
]

年

に
購

入

し

た

と

記

録

し

て

い

る
。

源

内

が

明

和

七

[
一
七

七

〇

]

年

に
刊

行

し

た

『
古

今

画

叢

後

八
種

』

な

る

画

集

に

は
、

ヨ

ソ

ス

ト

ン

『
禽

獣

図

譜

』

か

ら

取

ら

れ

た

寝

そ

べ

る

ラ

イ

オ

ン

の

図

が

見

え

(
成

瀬

二
〇

〇

四

"
=

パ
ー

一
九
)
、

ま

た

別

の

つ
が

い

の

ラ

イ

オ

ン

の
う

ち

雄

の
姿

(
成
瀬

一
九

七
七

"
一
二
七
)

(
図
23
)

は
、

小

田

野

直

武

に

よ

っ
て

翻

案

さ

れ

た
例

が

知

ら

れ

て

い
る

(成

瀬

一
九

七

七

H
一

一
)

(
図

24
)
。

リ

ー

デ

ィ

ン

ガ

ー

の
通

称

《
デ

ン

マ
ー

ク

馬

図

》

の
腐

蝕

銅

版

画

(
図

21
)

は

直

武

に

よ

っ
て

ほ

ぼ

忠

実

に

《
洋

人

調

馬

図

》

(
図

22
)

に

写

さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

と

は

対

照

的

な

珍

奇

な

動

物

た

ち

の
複

写

の
顛

末

に

つ
い

て

は
、

デ

ュ
ー

ラ

ー

(≧

酵

Φ
-

。
年

O
紆

Φ
『
)
起

源

の
犀

(
図

45
)
が

東

西

を

さ
迷

っ
た

あ

げ

く

、

ヨ

ソ

ス
ト

ン

た
に
ぶ
ん
ち
よ
う

の
図
譜
経
由

で
、
し
ま
い
に
は
谷
文
晁

(
一
七
六
三
-

一
八
四

一
)
の
模
写

で

駒
下
駄

の
よ
う
な
蹄
を
履

か
さ
れ

て
し
ま

っ
た
り

(図
46
)
、
と

い
っ
た
愉
快

な
例
も
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
先
行
研
究

に
任

せ
て

(芳
賀

一
九
七
七
)

い
と
う
じ

や
く

ち
ゆ
う

省
略

し
た

い
。
ひ
と

つ
だ
け
著
者

の
推

測
を
述

べ
る
な
ら
ぽ
、
伊
藤
若
冲

(
一
七

一
六
-

一
八
○
○
)
の
奇
想
天
外
な

《
禽
獣
果
樹
花
卉
図
屏
風
》
(辻

一

九
九
三

n
表
紙
)
も
、
あ

る
い
は
西
洋
起
源

の
天
地
創
造
図

(成
瀬

一
九
七

七

"
図
60
)
に
起
源
を
も

つ
異
国
趣
味
が
、
《
松
島
図
屏
風
》
(大
和
文
華
館
)

の
人
物
衣
装
に
見
え
る
縮
緬
模
様

の
兎

の
文
様
な
ど
と
結
合
し
て
、
極
東

で
特

異
な
発
達
を
遂
げ
た
作
品
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
し
た
蘭
癖

の
人
々
の
み
な
ら
ず
、
江
戸

の
大
衆
も
ま
た
、
望
遠
鏡
や
顕

微
鏡
と

い
っ
た
西
洋

わ
た
り
の
光
学
機
械

に
大
き
な
関
心
を
寄

せ
て
い
た
。

も
り
し
ま
ち
ゆ
う
り
よ
う

平

賀

源

内

と

も

交

友

が

あ

っ
た
森

島

中

良

(
一
七

五
六
-

一
八

一
〇
)

の
著

作

『紅

毛

雑

話

』

に

は
、

ス

ワ

ン

メ

ル

ダ

ム

の

『
昆

虫

譜

』

(
ω
≦
餌
旨
ヨ
臼
量

β

鶤

曜
&
§

§
。・§
ミ
ミ

ミ

[嵩
ω
己
)

か

ら

図

版

を

借

用

し

た

、

蚊

の
拡

大

細

密

図

が

付

さ

れ

て

い

る
が

(
図

19
)
、

こ

れ

と

明

ら

か

に
同

一
の
絵

柄

が

、

戯

作

者

、

さ
ん
と
う
き
よ
う
で
ん

山
東
京
伝

(
一
七
六

一
-

一
八

一
六
)
の

『松
梅
竹
取
談
』
(絵
は
歌
川
国
貞
)

(図
20
)
に
利
用
さ
れ
、
病

の
主
人
公
を
、
巨
大
な
蚊
、
蚤
、
虱

に
ボ
ウ

フ
ラ

の
幻
想
が
責
め
苛
む
と
い
う
、
こ
れ
ま
た
奇
想
天
外
な
挿
絵
が
登
場
す
る
こ
と

に
な

っ
た

(内
山

一
九
九
六

二

七

・
ス
ク
リ
ー
チ

一
九
九
八

"
四

一
四
ー

七
)。
西
洋
最
新

の
解
剖
学
知
識
や
光
学
的
見
地
は
、
確
実
に
実
学
と
し
て
の

発
展
を
遂
げ
た
が
、
そ
れ
と
並
行
し
て
江
戸

の
想
像
力
は
、
こ
れ
ら
舶
来

の
知

識
を
、
純
粋

に
科
学

の
発
展
に
役
立
て
る
と

い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
自
在

に
幻

想
の
世
界

へ
と
引
き
入
れ
、
幽
霊
や
化
け
物
を
造
形
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て

活
用
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
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図22小 田野直武 《洋人調馬図》(1778-9P) 図21リ ーテ ィソ ガ ー《デ ソマ ー ク馬 図 》『銅 版諸 国

馬 画 集 』 よ りJohannEliasRidinger(1698-1767)

[欧 文 書 名 不 明]"DanischePferd"

噸 信 屯

図46谷 文晁 《犀》(1790)

図20山 東京伝 『松梅竹取談 』(絵 は歌川 国貞)

病 の主人 公を苛む 巨大な蚊、蚤、虱 にボウフラ

図45ア ル ブ レヒ ト ・デ ュー ラー 《犀》 ヤソ ・
ヨンス トン 『禽獣 図譜』 に複製 され谷文晁 へ

図19森 島中良《蚊 とぼ うふ らの顕 微鏡図》『紅毛

雑話』(1787)原 図はス ワソメル ダム 『昆虫譜』Jan

Swammerdam,研s'o加 ηα魏γθ〃646s珈sθ6総

Utlecht,1682
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四

腐
蝕
銅
版
画
の
創
製

平
賀
源
内
や
小
田
野
直
武
ら
と
交
友
が
あ
り
、
鈴
木
春
信
の
弟
子
で
も
あ

っ

た
司
馬
江
漢
は
、
彼
ら
の
遺
志
を
継
い
で
さ
ら
な
る
展
開
を
試
み
た
。
前
野
良

沢
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語

の
手
ほ
ど
き
を
う
け

た
江
漢
は
、
大
槻
玄
澤

の
協
力
を
得

て
、
ボ
イ

ス
著

『技
芸
科
学
新
辞
典
』
(国
ひqσ
①詳
ゆ
ξ
ρ
≧
§
ミ
§

ぎ
§

§
§

ミ
&
§

§
曾
簿

§
§
き

蕊
討
§
§

ミ
鋸鴨紺
蕊
さ
§

§
、
〉
ヨ
ω8
a
9
目
℃H刈①
㊤亠
謡
。。)

や

シ

ョ
ー

メ

ル
著

『家

庭

百

科

全

書

』
(Z
。
巴

9

0日
卑

聖

帖客
§
§
簿

ミ
&
ミ
N§
S
魯

刈
く
o
r

嵩
①。。喝
刈)
の
銅
版
画

の
項
目
を
訳
し
て
も
ら
い
、
天

図18司 馬江漢 《覗眼鏡引札》神戸市立博物館

図34ラ イケソ 『人間 の職業』 よ り 《樽造 り》

明
三

[
一
七
八
三
]
年

に
、
日
本

で
初
め
て
腐
蝕
銅
版
画
の
実
現

に
成
功
を
収

の
ぞ
き

め
て
い
る
。
縦

二
十
八
セ
ン
チ
横
四
十

一
セ
ン
チ
あ
ま
り
の
大
き
な
版

で
、
覗

か
ら
く
り

機
械
を
利
用
し
て
鑑
賞

さ
れ
る
こ
と
を
意
図
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
、
江
漢

自
身

の
作
と
伝
え
ら
れ
る
機
械

の
作
例
や
、
引
き
札

(図
18
)
か
ら
も
推
察
で

き
る

(
ス
ク
リ
ー
チ

一
九
九
八

冖
二
〇
三

・
成
瀬

二
〇
〇
二
"
二
二
六
)。

天
明
五

=

七
八
五
]
年
頃
に
な
る
と
、
江
漢
は
ラ
イ
ケ
ン
宣
昌
い
二
貯
窪

父
子

に
よ
る
百
枚
か
ら
な
る
銅
版
画

『人
間

の
職
業
』
(き

蛛
ミ
§
亀
富

bd
緊

職§
襾
>
B
ω8
a
①
β

峯
霍
)
を
入
手
し
、
そ

の
図
版

(図
34
)
を
応
用
し
て
、

翌
年
あ

た
り
か
ら
蝋
画

(油
絵
)
を
制
作
す

る
よ
う
に
な
る
。
《錫
細
工
師
》

《
船
員
》
《樽
造
り
》
(図
35
)
な
ど
の
作
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

こ
に

は
画
面
の
周
辺

に
点
景
と
し
て
樹
木
や
木

の
枝
を
覗
か
せ
て
樹
下
美
人
図
に
仕

立
て
る
な
ど
、
構
図
に
和
風
化
の
工
夫
も
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
江
漢
は
天
明
八

図35司 馬江漢 《樽造 りの図》
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[
一
七
八
八
]
年

か
ら

一
年
ほ
ど
念
願
の
長
崎
旅
行
に
出
掛
け
、
禁
制
を
ど
う

か
い
潜

っ
た
も

の
か
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
訪
問
し
た
り
、
和
蘭
陀
通
詞
と
面
識

ま
っ
ら

せ
い
ざ

ん

を
得
る

一
方
、
肥
前
平
戸
で
は
藩
主
、
松

浦
静
山

(
一
七
六
〇
ー

一
八
四

一
)

の
許

に
居
候
し
、
そ
の
蔵
本
を
拝
見
す
る
機
会
を
得

て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は

ゴ

ッ
ト

フ
リ

ー

ド

の

『
歴

史

的

年

代

記

』

(冒

げ
.
い
二
α
.
0
9
窪

Φ
P

§

ミ
蓋
逡
譜

O
譜
ミ
ミ
鼻

〉
ヨ
ω8
a
鋤
β

H①
①O)
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
二
二

一
頁
に
み
え

る
古
代
ギ
リ

シ
ア
の
画
家
ゼ
ウ
ク
シ
ス
の

《
葡
萄
写
生
の
図
》
(図
36
)
は
、

長
崎
か
ら
帰
着
後

の
寛
政
元

=

七
八
九
]
年

の
油
絵

《
ゼ
ウ
ク
シ
ス
葡
萄
写

生
図
》
[所
在
不
明
]
や

《
西
洋
学
術
論
争

図
屏
風
》
(図
37
)

へ
と
発
展
す
る
。

さ
ら
に
同
書
二
五
四
頁
に
は
、
世
界

の
七
不
思
議
の
ひ
と

つ
と
し
て
、

ロ
ー
ド

ス
島

の
銅
像

の
巨
人
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
江
漢
は

『和
蘭
通
舶
』

(文
化
二

[
一
八
〇
五
]
年
)
に

「徳
楽
島

巨
銅
人
之
図
」
と
し
て
写
し
て
い
る
。

こ
の
巨
像
伝
説
も
、
伝
播

の
経
路
は
不
明

な
が
ら
歌
川
国
虎
、
歌
川
国
長
と
、

同
時
代
以
降

の
浮
世
絵
師
た
ち
に
感
化
を
与
え
て
行
く
こ
と
と
な
る
。

あ

お
う
ど
う
で
ん
ぜ
ん

江
漢
の
弟
子
筋
な
が
ら
破
門
さ
れ
た
ら

し
い
画
家

に
、
亜
欧
堂
田
善

(
一
七

ま
つ
だ
い
ら
さ
だ
の
ぶ

四

八
ー

一
八

二
二
)
が

あ

る

。

田
善

は

老

中

松

平

定

信

(
一
七

五

八
-

一
八

二

九
)

か
ら

油

絵

や

腐

蝕

銅

版

画

の
習

得

を

命

ぜ

ら

れ

た
様

子

だ

が

、

そ

の
成

果

の

ひ

と

つ

《
西

洋

公

園

図

》

(
図

39
)

を

、

典

拠

と

な

っ
た

ジ

ャ

ッ

ク

・
リ

ゴ

ー

冒

o
ρ
二
Φ
ω

霞

ひq
鋤
巳
梓

(
=

ハ
八

一
?

1

一
七

五

四
)

の
銅

版

画

(
陰

里

一
九

七

三

"
七

三
)

(図

38
)

と

比

べ

て

み

た

い
。

版

刻

の
都

合

で
左

右

が

逆

転

し

て

い

る
が

、

綿

密

か

つ
忠

実

な

複

写

な

の

に
、

舞

台

と

な

っ
た

フ

ォ

ソ
テ

ー

ヌ
ブ

ロ
ー
宮
殿

の
テ
ラ
ス
の
う
え

(画
面
左
端
)
に
は
、
な
ぜ
か
原
典

に
は
存
在
し

な
い
木
立
と
彫
像
が

つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
筆
者
は
幾

つ
か
の

日
本

の
美
術
大
学
で
の
授
業

で
、
こ
れ
ら
二
つ
の
作
例
を
並
べ
て
見

せ
、
木
立

が
あ

っ
た
ほ
う
が
安
定
す
る
か
ど
う
か
と
尋
ね
て
み
た
が
、
日
本
人
学
生

の
大

半
は
、
木
立
が
あ

っ
た
ほ
う
が
良
い
、
と
の
反
応
を
示
し
た
。
と
は
い
え
舗
装

さ
れ
た
テ
ラ
ス
の
う
え
に
木
を
植
え
る
に
は
、
ひ
と
工
夫
が
必
要
と
な
ろ
う
。

思
え
ば
画
面

の
端

に
樹
木

の
幹
を
配
す
る
の
は
、
狩
野
派
の
屏
風

で
は
定
型

の

構
図
。
画
家
が
そ
う
意
識
し
て
い
た
か
否
か
は
別
と
し
て
、
田
善

の
工
夫
に
も
、

司
馬
江
漢
の
場
合
同
様
、
東
洋

の
絵
画
伝
統

に
そ

っ
た
和
風
化

の
痕
跡
が
現
れ

た
も

の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
田
善
に
は

《
レ
ウ

コ
ク

ハ
シ
》
と
題
す
る
銅
版
画

(図
41
)
も
知
ら
れ

て
い
る
。
描

か
れ
た
場
所

は
、
七
十
年
ほ
ど
昔

に
、
奥
村
政
信
が

「
浮
絵
根

源
」
を
称

し
て
描

い
た
両
国
橋
と
同

一
で
、
司
馬
江
漢

に
も

《
目
≦
①①
冨
づ
島

しU
疂
犀
》
と
綴
り
を
間
違
え
た

「両
国
橋
」

の
銅
版
画

(
一
七
八
七
)
(図
40
)

が
遺
さ
れ
て
い
る
。
ほ
ん
の
七
十
年
前

の
政
信

は
、
透
視
図
法
の
前
景
を
定
型

か
し

の
鳥
瞰
図
の
風
景

に
直

に
重
ね
て
、
ま
る
で
空
中
を
傾

い
で
浮
遊
す
る
よ
う
な

御
殿
を
描
い
て
し
ま

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
田
善
は
消
点
を
水
平
線
上
の

一

点
に
集
中
し
、
透
視
図
法

へ
の
理
解

の
正
確
さ
を
誇
示
し
て
お
り
、
こ
の
点
な

お
危
な

っ
か
し
か

っ
た
先
輩

の
司
馬
江
漢

へ
の
敵
愾
心
す
ら
見
透
か
さ
れ
る
よ

う
だ
。
し
か
し
田
善

の
描
く
両
国
風
景
に
は
、
奥
村
政
信

の
室
内
に
見
ら
れ
た

遊
び
に
興
じ
る
人

々
の
賑
わ
い
は
感
じ
ら
れ
ず
、
ま
た
江
漢

の
描
い
た
天
明
七
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図38ジ ャ ック ・リゴ ー 《フ ォ ソテ ー ヌ ブ ロ ー宮 殿 》Jacque

Rigault(168P-1754)

図39亜 欧堂 田善 《西 洋公園図》(ca.1804-1818)

図36ゴ ッ トフ リー ド 『歴 史 的 年 代 記 』Joh.Lud.

Gotfried,猛s'07z∫6加C伽o多 のκ為Amsterdam,

1660平 戸 藩 元 藩 主 、松 浦 静 山 蔵 書

図37司 馬江漢《西 洋学 術論争 図屏風》(ca1789)

図41亜 欧堂 田善 《両国橋図》[レ ウコクハシ](1812

以前)[図3の 奥 村政 信の《両国橋夕 涼図》と比較 せよ]。

図40司 馬江漢 《両国橋図》[TWEELANDBRUK]

(1787)腐 蝕銅版画
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図59葛 飾北斎 「三 ッ割 ノ法」『北 斎漫画』

年

の
両
国
の
、
な
に
や

ら
明
る
い
希
望
に
溢
れ

た
雰
囲
気
も
、
奇
妙
な

ま
で
に
欠
け
、
た
だ
暗

鬱
と
し
た
沈
黙
が
支
配

し
て
い
る
。

五

浮
世
絵
版

画

の
円
熟

蘭
学
系
の
画
家
た
ち

の
系
譜
を
先
に
た
ど

っ

て
き
た
が
、
こ
こ
で
浮

世
絵
師
た
ち
の
動
向
を
簡
単
に
振
り
返

っ
て
お
き
た
い
。
錦
絵
と
よ
ば
れ
る
多

す
ず
き

は
る
の
ぶ

色
摺
版
画

の
創
始
者
と
さ
れ
る
鈴
木
春
信

に
は
、
ま
だ
明
確

に
意
識
し
て
西
洋

の
透
視
図
法
を
活
用
し
た
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
晩
年

の
春
信

の
御

家
芸
で
あ

っ
た
見
立
て
絵
に
は
、
背
景
の
名
所
風
景
と
、
前
景
の
美
人
た
ち
の

振
る
舞

い
と
の
あ

い
だ
に
、
古
歌
や
故
事

に
基
づ
く
事
物

の
連
関
を
仕
掛
け
た

絵
柄
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
舞
台
と
背
景
と
の
間

の
謎
解
き
や
、
秘

め
ら

れ
た
言
葉
遊
び
、
あ
る
い
は
判
じ
物

の
共
鳴
に
よ

っ
て
、
鑑
賞
者
の
知
的
関
心

を
引
こ
う
と
す
る
趣
向
を
凝
ら
し
た
作
品
だ

っ
た
。
美
人
画
と
名
所
絵
と
を

一

枚
の
浮
世
絵
版
画

の
う
え
で
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
工
夫
そ
の
も
の
が
、
春
信

の
新
機
軸
だ

っ
た
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
春
信
の
弟
子
で
も
あ

っ
た
司
馬

江
漢
は
、
浮
世
絵
師
と
し
て
は
春
重
を
名
乗
り
、

一
七
七
〇
年

に
春
信
が
急
死

し
た
あ
と
、
師
匠

の
画
風
を
、
西
洋
わ
た
り
の
透
視
図
法

に
よ

っ
て
描
か
れ
た

舞
台
装
置

に
据
え
よ
う
と
苦
労
す
る
。
だ
が
、
画
面
構
成

に
も
難
が
あ
り
、
世

い
そ
だ

こ

り
ゆ
う
さ
い

き

間
的
な
成
功
は
収
め
な

い
。
春
信
以
降
、
礒
田
湖
龍
斎

(明
和
-
天
明
)
、
喜

た

が
わ
う
た
ま
う

と
り
い

き
よ
な
が

多
川
歌
麿

(
一
七
五
ニ
ー

一
八
〇
六
)
、
鳥
居
清
長

(
一
七
五
ニ
ー

一
八

一
五
)
と

い
っ
た
浮
世
絵
師
た
ち
は
、
透
視
図
法
を
過
度

に
強
調
す
る
こ
と
な
く
、
背
景

を
な
す
風
景
の
う
え
に
破
綻
な
く
美
人
画
を
据
え
る
工
夫
を
重
ね
て
ゆ
く
こ
と

に
な
る
。
秋

田
蘭
画
は
真
景
図

の
手
前

に
花
鳥

の
静
物
画
を
重
ね
る
趣
向
を
こ

ら
し
た
が
、
ま
る
で
こ
れ
と
並
行
す
る
よ
う
に
、
浮
世
絵
師
た
ち
は
名
所
風
景

を
背
景
と
し
て
、
そ
の
手
前
に
美
人
画
や
役
者
絵
あ
る
い
は
相
撲
絵
を
重
ね
る
、

と
い
う

一
挙
両
得
を
画
策
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
ジ
ャ
ソ
ル
複
合
を
、

「人
物

・
風
景
画
」
と
呼
ん
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

か
つ
し
か
ほ
く
さ
い

風
景
版
画
の
領
分
で
、
大
き
な
革
新
が
な
さ
れ
る
に
は
、
葛
飾
北
斎

(
一
七

く
わ
か
た

六
〇

1

一
八
四
九
)

の
登

場

を

待

つ
こ

と

と

な

る
。

(も

っ
と
も
、

先
行

す

る
鍬
形

け
い
さ
い

惹
斎

企

七
六
四
-

一
八
二
四
〉
に
は
、
江
戸
の
み
な
ら
ず
日
本
列
島
全
体
を

一
望

の
も
と
に
鳥
瞰
し
た
絵
図
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
匠
に
お
い
て
も
、
北
斎
に
先
ん

じ
て
い
な
が
ら
、
北
斎
に
剽
窃
さ
れ
て
、
霞
ん
で
し
ま
っ
た
天
才
だ
っ
た
か
も
知
れ

な
い
。
)
『北
斎
漫

画
』
第

三
編

に
は
、
有
名
な

「
三

ツ
割

ノ
法
」

の
説
明
図

(図
59
)
が
見
え
、
北
斎

の
西
洋
透
視
図
法

「
理
解
」

の
逸
脱

ぶ
り
を
証
し
て

い
る
。
透
視
図
法

の
消
点
は
、
北
斎

に
あ

っ
て
は
、
な
ぜ
か
画
面

の
左
右
に
二

28



西洋舶来の書籍情報と徳川 日本の視覚文化の変貌

つ
に
分
割
さ
れ
た
た
め
、
無
限
を
有
限

に
取
り
込
む
と
い
う
透
視
図
法

の
形
而

上
学
的
な
側
面
も
、
同
時

に
解
消
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
画
面
を
水

平
線
、
地
平
線

で
三
等
分
す
る
と
い
う
北

斎
の
教
条
は
、
本
来
水
平
線
と
地
平

線
と
は

一
致
し
て
重
複
す
る
は
ず
と

い
う
透
視
図
法

の
基
本
に
、
ま

っ
こ
う
か

ら
逆
ら

っ
て
い
て
、
北
斎

の
天
の
邪
鬼
ぶ
り
を
見
せ

つ
け
る
。

ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ

ト
を
模
し
た
と
思
し
き
珍
奇
な
横
文
字

の
標
題
を
伴

い
、
北
斎
自
身
、
洋
風

の

空
間
表
現
を
会
得
し
て
い
る
習
熟
ぶ
り
を
得
意
げ
に
披
露
し
た
は
ず

の

《
た
か

は
し

の
ふ
じ
》
(図
60
)
な
ど

の
作
品
で

は
、
こ
の
水
平
線
と
地
平
線

の
分
離

が
妥
協
な
く
貫
徹
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現

代
の
我

々
の
目
に
は
、
手
前

の
川
と

図60葛 飾 北斎 《たか はしのふじ》(ca.1815)

両
岸
と
が
、
奥

の
海
面

へ
と

斜

め
に
め
り
込

ん
で
ゆ
く
よ

う
な
印
象
を
与
え
て
し
ま
う
。

北
斎
は
ま
た
、
晩
年

の

『画

本

彩

色
通
』
(
一
八
四
七
)

で
、
腐
蝕
銅
版
画
や
油
絵
具

の
調
製
に
関
す
る
知
識
を
も

得

々
と
開
陳
し
て
、
西
洋
通

ぶ
り
を
誇
示
し
て
い
る
。

そ

の
代
表

作

と
さ
れ

る

『官
田
嶽
一二
十
六
旦尽
』

に
お

い

て
も
、
北
斎
は
、
西
洋
風

の

空
間
表
象
を
難
無
く
こ
な
す
自
分

の
画
才
を
、
惜
し
み
な
く
見
せ
び
ら
か
し
て

い
る
。
す
で
に
秋
田
蘭
画
の
画
家
た
ち
や
亜
欧
堂
田
善
ら
が
試
み
て
い
た
、
前

景

と
背
景
と

の
著
し

い
大
小

の
対
比

言
葉

そ

の
ま
ま

の

「遠
-
近
法
」

が
、
北
斎

に
あ

っ
て
は
、
意
図
的

に
誇
張
さ
れ
た
特
異
な
空
間
表
象

の
手

法

へ
と
変
質
し
、
『富
嶽
三
十
六
景
』
を
貫
く
ひ
と

つ
の
主
要
な
構
図
法

の
地

位
を
占
め
た
こ
と
は
、
明
ら
か
だ
ろ
う
。
《
甲
州
三
島
越
》
(図
31
)、
《
東
海
道

保

土

ケ
谷
》
が
、
そ
れ
ぞ

れ
ポ

ー

ル
・
セ
ザ

ン
ヌ

(℃
鋤巳

0
ひ鎚
目
Φ」
。。ω㌣

一㊤8
)
の

《
[中
央
に
松
の
木

の
あ
る
]

サ
ソ
・
ヴ

ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
山
》
、
木
立

の
列
こ
し
に
同
じ
山
が
背
景
に
見
え
る

《
ジ

ャ
ス

・
ド

・
ブ

ッ
フ
ァ
ン
》
と
、

お
そ
ら
く
偶
然
と
は
い
え
酷
似
し
た
構
図
を
取

っ
て
い
る
の
も
象
徴
的
だ
。
そ

し
て
こ
う
し
た
前
景
と
背
景
と
を
じ
か
に
重
ね
合
わ
せ
る
奇
矯
な
構
図
は
、
こ

う
た
が
わ
ひ
ろ
し
げ

の

先

、

歌

川

広

重

(
一
七

九

七

-

一
八

五

八
)

に

受

け

継

が

れ

、

と

り

わ

け

そ

の

『
名

所

江

戸

百

景

』

で

頻

繁

に

使

わ

れ

た

(
図

32

)
。

同

様

の

構

図

が

、

ア

ソ

リ

・
リ

ヴ

ィ

エ

ー

ル

(
H宀
①
b
H
凶
幻
一く
凶α
『Φ
"
一
〇Q
①
心
1
一㊤
㎝
H
)

(
図

33

)
、

ジ

ョ

ル

ジ

ュ

・

ス

ー

ラ

(
O
①
o
「
ひq
Φ
ω

即

0り
Φ
霞

餌
け
芦

・。
α
Φ
山

。。
臼

)
、

ア

ン

リ

・
ド

・
ト

ゥ

ー

ル

ー

ズ

目

ロ

ー

ト

レ

ッ

ク

(
H宀
Φ
づ
「
一
匹
Φ
目り
O
¢
一〇
⊆
ω
①
ーH
丶9
二
叶
『Φ
O
"
一
〇〇
①
戯
-
一
り
〇
一
)

と

い

っ

た

世

紀

末

パ

リ

の

造

形

芸

術

家

た

ち

に

よ

り

、

積

極

的

に

活

用

さ

れ

て

ゆ

く

の

は

、

も

は

や

常

識

に

属

す

る

だ

ろ

う

(
稲

賀

H
㊤
㊤
P

9

・・。
)
。

六

原

盈
ハ
と

換
v、骨

奎
・胎

も
う
こ
う

29

そ

の

北

斎

と

ほ

ぼ

同

世

代

の

蘭

画

家

に

、

石

川

大

浪

、

石

川

孟

高

(
?



図31葛 飾北斎 『富嶽三十六景 』よ り《甲州三 島越》(ca.1830)

図32歌 川広重 『名 所江戸百景』よ り《月 の松》

(ca.1850)

図33ア ソ リ ・リヴ ィエ ー ル 『エ ッ フ ェル 塔 三 六 景 』 よ り

(1889-90)

1
?
)

の
兄
弟
が
あ
る
。
兄
の
画
号
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
南
端

の

「
大
浪

山
」
[↓
鉱
色

しu
霞
σQ
]
に
由
来
す
る
が
、
こ
れ
は
つ
と
に
イ

エ
ズ
ス
会

士
、
利

瑪

寶

冒
鉾
8
0
空
09

の

『坤

輿

満

国

全

図
』
や

艾

儒

略

O
自

o
≧
Φ
巳

の
地
理
書

『職
方
外
紀
』
に
漢
譯
で
記
載
さ
れ
た
名
称

だ

っ
た
。
兄
が
テ
ー
ブ

ル

・
マ
ウ
ン
テ
ィ
ン
に
因
ん
だ
号
を
称
し
た
の

に
対
し
、
弟

の
孟
高
は
海
側
か
ら
臨
ん
で
そ

の
左
手
に
見
え
る
低
い
獅

子
山

[い
Φ
2
を

じu
Φお
]
を
自
分

の
画
号
と
し
て
い
る
。
ふ
た
り
は
ま

た
オ
ラ
ン
ダ
わ
た
り

の
フ
ァ
ソ

・
ロ
イ

エ
ン

(<
已
Φ目

く
餌昌
幻
o
賓
①煢
下

嵩
。。。。＼
お
)
の
花
鳥
画
を
共
同

で
模
写
し
て
い
る
が
、
今

は
失
わ
れ
た

こ
れ
と
同
じ
原
作
を
、
松
平
定
信
お
抱
え
の
絵
師

で
も
あ

っ
た
、
谷
文

晁
が
模
写
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
文
晁
は
、
『公
余
探
勝
図
鑑
』

と

い
う
実
地
調
査

の
絵
巻
を
定
信

の
命
を
受
け
て
制
作
し
、
腐
蝕
銅
版
画
の
洋

風
彩
色
や
遠
-
近
法
も
実
験
し
て
い
る
。
花
鳥
画

の
模
写

の
様
子
を
見
て
も
、

オ
ラ
ン
ダ
舶
来

の
静
物
画

の
濃
厚
な
色
彩
や
細
密
な
描
写

に
、
当
時

の
日
本

の

画
工
た
ち
が
抱

い
た
羨
望

の
気
持
ち
が
伝
わ

っ
て
く
る
。

こ
の
石
川
兄
弟
が

い
か
な
る
西
洋
書
籍
を
参
照
し
て
い
た
か
を
め
ぐ
る
調
査

か
ら
、
幕
末
に
至
る
時
期

の
浮
世
絵
師
た
ち
の
西
洋
知
識

の
意
外
な
源
が
、
そ

の
姿
を
現
す
こ
と
に
な

っ
た

(勝
盛

二
〇
〇
〇
)。
ひ
と

つ
は

ヨ
ハ
ン

・
ニ
ュ

ー
ホ

フ

(}
Oゴ
poロ

ワ
自
①
=げ
Oh)
著

の

『東

西
海
陸
紀
行
』
Q
暮
§

≧
§
隷暮

O
鳴§

薄

ミ
ミ
ミ
骨
Q
恥
ミ

§

ミ
ミ

蕊
凡恕

§

ミ

§

竈

o
§

ミ
ミ
⑦
欝

貯
ミ
駐
ら
§

鳴§
唱
§

[
註
凵

ミ
婆

§

O
ミ
ミ
ミ
§
し
①
。。N)。
江
戸
当
時

の
舶
載
本

の
現
存
例
は
知
ら
れ
て
い
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や
ま
む
う
さ
い
す
け

な

い
が

、

大

槻

玄

澤

の
弟

子

、

山

室

才

助

(
一
七
七

〇

ー

一
八

〇

七
)
が

著

し

た

『
新

譯

東

西
紀

游

』

(文

化
初

[
一
八
〇

四
]
年

)

に
、

杉

田

玄

白

所

有

の

ニ

ュ
ー

ホ

フ
著

『奉

使

支

那

行

程

記

』

と

と

も

に
利

用

さ

れ

た

と

の
記

録

が

見

え

る
。

本

書

に

は

喜

望

峰

の

テ

ー
ブ

ル

・

マ
ウ

ン

テ

ィ

ン

の
挿

絵

な

ど

も

あ

り

(
図

42
)
、

石

川

兄

弟

の
画

号

と

の
関

連

も

注

目

さ

れ

る
。

さ

ら

に
本

書

の
挿

絵

、

《
マ

レ
i

人

と

そ

の
妻

、

バ

タ
ビ

ア

の

服

装

で
》

(国
Φ
昌

竃
巴
皿
9

日
9

ω
昔

く
『
o
⊆
≦

ωo
o
ω二
〇
b
しd
碧
9
<
冨

O
①
匹
Φ
Φ
叶
αq
9
鋤
ロ
)

(
図

43
)

は

、

ほ
ぼ

忠

実

に
線

描

を
生

か

し

て
、

石

川

大

浪

「
満

刺

加

國

人

吃

火

同

図
」

(
図

44
)

『
蔗

録

』

に
採

録

複

製

さ

れ

て

い
る

こ
と

が

、

勝

盛

典

子
氏

に

よ

っ
て

報

告

さ

れ

て

い

る
。

さ

ら

に
、

こ

れ

も

勝

盛

氏

の
研

究

に

拠

れ

ば

、

岡
鑓

コ
9
ω

じU
鋤
二
〇
≦

(
屋
b。
①
下

嵩
8

)

の
版

本

の
系

列

と

想

定

さ

れ

る

『
イ

ソ

ッ
プ

物

語

』

(》
Φ
ω
O
P

一
①
誤

暁
貯
馨

Φ
α
・)

の

「
虎

と
狐

」

(い
Φ
↓
膩
お

Φ
巳

①
刃
Φ
コ
鐔

α
)

の
挿

絵

に
見

え

る

虎

の

た
て
が
み

姿

は

、

鬣

も

豊

か

な

ラ

イ

オ

ン

に

取

り

替

え

ら

れ

て
、

石

川

大

浪

「
獅

子

図

」

(O
①
●
H
O。
8
)

に

出

現

す

る
。

ラ
イ

オ

ン

の
顔

は

ゲ

ー

ラ

ー

ル

ツ

の

『動

物

の
公

苑

』

(罎

費
。
二
ω
O
げ
Φ
Φ
蠢

9
貫

ぎ

湯
討
ミ
ら譜

§
N
ミ
§
§

§

＼
b
暗
ミ
ミ
)

に
見

え

る

「
獅

子

と

鼠

」

の
挿

絵

の

ラ

イ

オ

ン

の
顔

を
左

右

反

転

さ

せ

た
も

の
と

重

な

る

た

め

、

大

浪

は

こ

れ

ら

両

系

統

の
書

籍

を

参

照

で
き

る
状

況

に
あ

っ
た

も

の
、

と

勝

盛

氏

は
推

定

さ

れ

て

い

る
。

七

逸
脱
的
借
用
の
系
譜

今
日
知
ら
れ
る
作
例
か
ら
見
る
限
り
、
石
川
兄
弟

に
よ
る
西
洋
源
泉
か
ら

の

借
用
あ
る
い
は
換
骨
奪
胎
は
、
な
お
比
較
的
忠
実

に
、
原
作

の
文
脈
に
沿

っ
た

複
製
図
版
を
提
出
す
る
段
階
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
典
拠
を

利
用
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
思
い
が
け
な
い
再
解
釈
を
施
し
た
の
が
、
浮
世
絵
師
、

う
た
が
わ
く
に

よ
し

歌
川
国
芳
だ

っ
た
。
た
と
え
ば

一
方

で
は
、

ニ
ュ
ー
ホ

フ

(冒
冨
昌
Z
δ
⊆
-

げ
9
)
著
の

『東
西
海
陸
紀
行
』
に
見
え
る

「
町
の
大
工
と
職
人

の
家
」
(ω什鉾
ω

日
ΦΦω9
笏

穹

閃
。
コ
ω8
蠧
屋

芝
o
巳
昌
ひQ
Φ昌
)
(図
55
)
と
題
さ
れ
た
腐
蝕
銅
版
画
図

版

に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
総
督
駐
在
地
た
る
バ
タ
ビ

ア
の
町
並
み
が

描
か
れ
て
い
る
。
浮
世
絵
研
究
者
が
こ
の
原
図
を
目
に
す
れ
ば
、
た
だ
ち
に
、

国
芳

の

《
忠
臣
蔵
十

一
段
目

夜
討
之
図
》
(図
56
)
の
源
泉
と
合
点
が
ゆ
く

だ
ろ
う
。
日
本

の
読
者
に
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
題
材
と
な

っ
た
の
は
、
主

君

の
仇
討
ち
を
し
た
四
十
七
名

の
浪
人

の
物
語
で
あ
り
、
江
戸
時
代

の
史
実
を

脚
色
し
た
歌
舞
伎

の
著
名
な
演
目
で
あ
る

(Oh
Qり
bP一けゴ
NO
Oら)。
こ
の
源
泉
発

見

の
お
手
柄
は
勝
盛
典
子
氏
に
帰
せ
ら
れ
る
も

の
だ
が

(勝
盛

二
〇
〇
〇
)、

同
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
国
芳
は
建
物

の
配
置
を
忠
実

に
な
ぞ

っ
た
う
え
で
、

バ
タ
ビ

ア
の
大
工
と
職
人
の
家
を
吉
良
上
野
介

の
屋
敷
に
仕
立
て
、
昼
間
の
光

景
を
雪
景
色
の
夜
景

に
変
え
て
、
大
星
由
良
之
助

ほ
か
の
浪
士
た
ち
を
配
置
し

て
い
る
。
満
月
を
描
き
加
え
た
た
め
、
注
意
深
く
見
る
と
、
地
面

へ
の
投
影
の

角
度
が
不
自
然
に
な

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
舞
台
装
置
の
新
奇
さ
の
お
陰

で
気

に
な
ら
な
い
。
寒

々
と
凍

て
つ
い
た
見
慣
れ
ぬ
町
並
み
と
、
隠
密
裏

の
家
宅
侵

入
の
、
緊
張
を
孕
ん
だ
劇
的
な
効
果
が
、
見
事
に
造
形
化
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
岡
蠧
昌
9
ω
じU
鋤
二
〇
≦
系
統

の

『
イ
ソ
ッ
プ
』

に
み
え
る

「
馬
と
ラ
イ
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図44石 川大浪 「満刺加國人

吃火 同図」 図43の 模写

図43《 マ レ ー人 と そ の

妻 、 バ タ ビ ア の 服 装 で 》
"EenMalelermetsijn

Vrouwsoosi〕opBata-

viaGekleetgaan"同 右

図42《 喜 望 峰 図》 ヨノ・ソ ・ニ ュ ー ホ フ 『東 西 海 陸 紀 行 』

Gα!6嬬 ωα6ガzg6Z666π ♂απ皰 ♂26400748θ00鯢 α6〃ZS'θ

♂α忽s漉 吻6η"α π 阨s渉6%Oo∫'伽4ゴ6π,1682.[国 際 日本

文 化 研 究 セ ン タ ー蔵]

図56歌 川国芳 《忠 臣蔵十一 段 目 夜討之図》 図55ヨ ハ ン ・ニ ュ ー ホ フ 『東 西 海 陸 紀 行 』[国 際 日

本 文 化 研 究 セ ン タ ー蔵]よ り 「町 の 大 工 と職 人 の 家」
"StatsMeestersenkonstenarswoningen"

図58歌 川国芳 《近江国勇婦於兼》
近江の遊女お兼が、暴れ馬の端綱を左足一本の下駄で踏
み付けて取 り押さえた場面(『古今著聞集』)

図57FrancisBarlow系 統 の 『イ ソップ』《馬 とライオ ン》

(神戸 県立博 物館蔵)
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オ
ン
」
(図
57
)
も
ま
た
、
国
芳

の
有
名
な
版
画

《
近
江
国
勇
婦
於
兼
》
(図
58
)

に
再
登
場
す
る
。
近
江

の
遊
女
お
兼
が
、
馬

の
端
綱
を
左
足

の
下
駄
で
踏
み
付

け
て
、
見
事
暴
れ
馬
を
取
り
押
さ
え
た
場
面

で
あ
る

(『古
今
著
聞
集
』)
(勝
盛

二
〇
〇
〇
)。
ラ
イ
オ
ン
の
左
前
足
が
、
怪
力
女
お
兼

の
左
足

に
化
け
、
そ
こ

か
ら
馬
の
鼻
面
ま
で

(原
作
に
は
不
在
の
)

一
直
線

の
綱
を
引

い
て
見

せ
た
あ

た
り
に
、
国
芳
の
奇
想
と
鋭
敏
な
造
形
感
覚
が
探
ら
れ
よ
う
。
ま
た
馬
体

に
施

さ
れ
た
不
思
議
な
斑
点

の
よ
う
な
明
暗
法
も
、
あ
き
ら
か
に
西
洋
起
源
な
が
ら

国
芳

の
創
案
と
い

っ
て
よ
く
、
こ
れ
ま
た
挿
絵

の
原
作
に
は
な
い
方
法
で
、
馬

体

の
立
体
感

を
強
調
し
て
い
る
。
飯
島

虚
心

の

『浮
世
絵
師

歌
川
列
傳
』
は

国
芳
が

「西
洋

の
絵
入
り
新
聞
」
な
ど

「西
洋
画
数
百
枚
」
を
所
有

し
、
「西

洋
画
は
、
真
の
畫
な
り
。
余
は
常

に
こ
れ

を
倣
は
ん
と
欲
す
れ
ど
も
得
ず
、
嘆

息
の
至
り
な
り
」
と
語

っ
た
と
い
う
国
芳

の
言
葉
を
記
録
し
て
い
る
。
ま
た
阿

部
弘
蔵

に
よ
る

「容
齊
國
芳
二
畫
家

の
逸
事
」

の
文
章

(
『絵
画
叢
誌
』
第
二
五

巻

明
治
二
十
二
年
)
に
も
、「
か
の
畫
様

の
人
と
も

の
と

の
関
係
と
い
ひ
。
遠
近

の
割
合
と
い
ひ
。
陰
顕
の
所
作
と
い
ひ
。
筆
力

の
精
に
し
て
且
密
な
る
。
實
に

此
身
か
の
地
に
在
り
て
。
真

の
物

に
接
す

る
が
如
き
こ
鼠
ち
し
て
」
と
い
っ
た
、

国
芳

の
西
洋
画

へ
の
羨
望
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
さ
る
好
事
家

の
許
か

は
た

ら
出
た
西
洋
絵
入
り
新
聞
の
束
を
金
六
両

の
大
枚
を
叩

い
て
購
入
し
、
そ
れ
よ

り
数
十
日
、
「他
事
を
も
う
ち
棄

て
x
。

日
夜
こ
の
繪

に
意
を
ひ
そ
め
て
」
打

ち
込
ん
だ
浮
世
絵
師

の
没
頭
振
り
を
伝
え

て
い
る
。
状
況
か
ら
み
て
、

こ
こ
に

言
わ
れ
る

「さ
る
好
事
家
」
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
石
川
兄
弟
、
あ
る
い
は
か
れ
ら

と
直
接
に
関
係
の
あ
る
人
物
だ

っ
た
可
能
性
も
排
除
で
き
ま
い
。

以
上
ふ
た

つ
の
源
泉
を
頼
り
に
国
芳
の
作
品
と
照
合
し
て
み
る
と
、
国
芳
の

奇
想

の
有

り
様
が
、
直
ち

に
は

っ
き

り
と
見
え
始

め

る
だ

ろ
う
。
一〇
冨

づ

Z
δ
9

0h
の

『東
西
海
陸
紀
行
』
に
は
、
バ

タ
ビ

ア
の
ラ
イ

ス
ヴ

ァ
イ
ク
砦

(H宀①け
「
O『叶
幻
《
ωぐ『鴇
評
)
(図
53
)
が
描
か
れ

て
い
る
が
、
勝
盛
氏
は
、
こ
れ
が

国
芳

の

《
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
四
段
目

市
川
団
蔵

の
由
良
之
助
》
(図
52
)
の
背

景
に
流
用
さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
お
そ
ら
く
右
手
の
お

城
の
様
子
は
ケ
ン
ペ
ル
の

『
日
本
』
以
来
何
度
も
複
製
さ
れ
た
、
江
戸
城
の
櫓

の
誇
張
さ
れ
た
描
写

(図
54
)
を
も
取
り
込

ん
だ

の
で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は

推
測
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
も
ま
た
勝
盛
氏
の
発
見
だ
が
、
国
芳

の

《
二

十
四
孝
童
子
鑑

大
舜
》
で
、
象

の
世
話
を
す
る
舜

の
姿
は
、
旨
o冨

昌
Z
一Φ
邑
o
h

著

の

『東
西
海
陸
紀
行
』
に
付
さ
れ
た
地
図
に
見
え
る
点
景
の
象

の
う
ち
、
後

ろ
向
き

の
象
に
加
え
て
、
扉
絵

に
見
え
る
も
う

一
頭

の
象
を
左
右
反
転
さ
せ
て
、

両
者
を
並
べ
た
も

の
と
判
明
す
る
。
こ
の
編
集

の
過
程
で
、
国
芳
は
微
細
な
腐

蝕
銅
版
画
の
原
図
を
は
る
か
に
拡
大
し
て
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
正
面
か

ら
描

い
た
象

の
姿
は
、
先
述

の

「
天
地
開
闢
図
」
と
も
混
交
し
て
、
伊
藤
若
冲

の

《鳥
獣
花
木
図
》

に
受
け
継
が
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
『東
西
海
陸
紀
行
』
に
み
え
る
異
人
風
物
を
取
り
上
げ

る
と
、
「
ム
ー

ア
人

の
行
商
と
そ
の
妻
」
(国
穹

ζ
o
oお
ωΦ
内
蠧
日
臼

ヨ
Φ
け
ω
一甘

く
8
二
≦
)
(図

47
)
の
子
供
を
抱

い
た
妻
が
、

国
芳

の

《
二
十
四
孝
童

子
鑑

閔
子
騫
》
(図

48
)
に
、
ま
た

「ブ

ラ
ジ

ル
人
」
(]円
①昌
bd
『動
ω一=
①
Φ昌
)
の
右
手

で
両
手
を
掲
げ
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図53ヨ ハ ソ・ニ ュー ホ フ 『東 西 海 陸 紀 行 』 《バ タ

ビア の ラ イ ス ヴ ァイ ク砦 》HetFortRyswyk

図52歌 川国芳《仮名手本忠臣蔵四段 目
景の城の意匠]

市川団蔵の由良之助》[背

図54ケ ンプファー[ケ ンペル]『 日本』挿絵 よ り 《江戸城 の櫓》

図48歌 川 国芳 『二十 四孝童子鑑』よ り《閔子騫[び ん しけん]》継母 に酷使 さ

れ る閔子騫

図47ヨ ハ ン・ニ ューホ フ 『東西海

陸紀行』 よ り 《ムーア人 の夫妻 》
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図50歌 川 国芳 『二十 四孝童子鑑』 より 《董永》

[天の織 女の姿 はLairesse(51)よ りの模 写]

図51ラ イ レッセ(Lairesse)

通称 『大絵画本』挿絵 よ り

図49ヨ ハ ソ ・ニ ュー ホフ 『東

西海陸紀行』よ り《ブラジル人》

る
人
物

(図
49
)
が
、
同
じ
く

国
芳
の

《
二
十
四
孝
童
子
鑑

董
永
》
(図
50
)

に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

(勝
盛

二
〇
〇
〇
)。
そ
の
周
囲
の
人

物
や
、
天
を
飛
翔
す
る
人
物

な
ど
も
、
既

に
ラ
イ

レ
ッ
セ
の
大
絵
画
本

(図

51
)
な
ど
、
他
の
タ
ネ
本
が
指
摘
、
あ
る
い
は
提
案
さ
れ
て
お
り
(岡

一
九
九

二

"
一
七
三
)、
国
芳
が
舶
来

の
人
物
表
現
を
貪
欲

に
取
り
込
み
な
が
ら
、
元

来

の
文
脈
を
逸
脱
し
た
複
雑
な
組

み
合
わ
せ
に
腐
心
し
た
様
が
、
手

に
取
る
よ

う
に
見
え
て
く
る
。

他
方

『
イ
ソ
ッ
プ
』
に
目
を
移
す
と
、
「
ヘ
ラ
ク

レ
ス
と
馬
方
」
(自
臼
。巳
Φ

Φ二
Φ
魯
①昌
魯
臼
)
で
地
上
に
仰
向
け
で
倒
れ
た
人
物
が
、
歌
川
国
芳

「
和
漢

準
源
氏

乙
女
」

に
も

現

れ

る
。
「
腹

と
手
足
」
(U
Φ
<
Φ
暮
お

①二
Φω
碧
窪
Φω

B
Φヨ
び
Φ『ω)
で
横
た
わ
る
老
人
は
、

歌
川
国
芳

の

「唐
土
二
十
四
孝

呉
猛
」

で
は
、
呉
猛
が
世
話
を
す
る
老

い
た
父
親

の
役
を
演
じ
る

(勝
盛
二
〇
〇
〇
)。

以
上
、
勝
盛
典
子
氏

の
指
摘
を
要
約
し
た
が
、
こ
れ
ら

の
作
品
に
見
ら
れ
る
人

物
表
現
は
、
表
情
や
風
貌
、
身
振
り
手
振
り
の
身
体
言
語
を
含

め
、
東

ア
ジ
ア

の
伝
統
か
ら
は
理
解
で
き
な
い
も

の
が
多
く
、
ま
た
他
に
も
明
ら
か
に
外
国
の

建
築
を
舞
台
装
置
に
し
て
い
る
例
も
見
ら
れ
る
。
国
芳
が
西
洋
書
籍

の
挿
絵
か

ら
換
骨
奪
胎
し
た
意
匠
で
ま
だ
源
泉
を
特
定
で
き
な
い
も

の
が
、
多
数
残

っ
て

い
る
に
相
違
な
い
。
さ
ら
に
国
芳

に
は
、
《
人
か
た
ま
り
て
顔
に
な
る
》
な
ど
、

ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ド
顔
負
け
の
発
想
も
知
ら
れ
る
が
、
ア
ル
チ
ン
ボ

ル
ド

の
複
製

が
当
時
日
本

で
知
ら
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
両
者
の
関
係
は
、
な
お
実
証
さ

れ
て
い
な

い
。
手
長
、
足
長
や
、
胸

に
穴
の
あ

い
た
人
物
な
ど
は
、
国
芳
が
描
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き
、
ま
た
実
際
に

「生
人
形
」
と
し
て
見
世
物

の
立
体
造
形

に
仕
立
て
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
想
像
上

の
怪
物
た
ち
は
、
元
来
、
西
洋
中
世
以
来

の
空
想

の
産
物

で
、

異
国
風
物
絵
巻

の
末
端

に
登
場
し
た
末
に
、
十

八
世
紀
末
以
降

の
日
本

に
伝
え

ら
れ
て
広
ま

っ
た
も

の
だ
が

(弥
永

一
九
八
七
)
、
そ

の
経
路
追
究
は
、
な
お

今
後

の
課
題
と
な
ろ
う
。

最
後

に
、
国
芳

に
は

《
朝
比
奈
小
人
嶋
遊
》
な
ど
が
知
ら
れ
、
横
浜

の
絵
師

五
雲
亭
貞
秀

(
一
八
〇
七
-

一
八
七
八
?
)
も
、
同
じ
画
題

の

《
朝
比
奈
嶋
遊
》

を
描

い
て
い
る
。
こ
こ
に
は
先

に
司
馬
江
漢

の
と
こ
ろ
で
触
れ
た

ロ
ー
ド

ス
島

の
巨
像

の
絵
図
が
応
用
さ
れ
た
と
す
る
説

も
あ
り
、
ま
た
巨
人
国
や
小
人
国

へ

の
旅
行
は
、
平
賀
源
内
の
戯
作

に
も
見
ら
れ
る
趣
向
で
、
当
時
話
題
を
さ
ら

っ

て
い
た
こ
と
も
思

い
起
こ
さ
れ
る
。
ジ

ョ
ナ
サ
ン

・
ス
ウ

ィ
フ
ト

(冒
昌
⇔
昏
き

ω
訌
詮

一①雪
山
置
α
)
の

『
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
旅
行
記
』
(
一
七
二
六
)
は
、
そ
れ
自
体

ド
イ
ッ
人
医
師

ケ
ン
プ

フ
ァ
ー
の
江
戸
滞
在
記
に
感
化
を
受
け
て
成

っ
た
著
作

だ
が
、
大
量
に
出
回

っ
て
い
た
そ
の

『ガ

リ
ヴ

ァ
ー
旅
行
記
』

の
挿
絵
と

の
関

連
な
ど
、
さ
ら
に
追
究
さ
れ
る
べ
き
話
題

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
洋
の
東
西

の
異
国
趣
味

の
出
会
い
が
、
相
互

の
説
話

的
想
像
力

に
働
き
か
け
た
相
乗
効
果

の
様
子
も
、
さ
ら
に
は

っ
き
り
と
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

八

視
覚
情
報
と
視
覚
形
式
の
往
還

ひ
と

つ
の
提
案
を
し
て
、
締
め
く
く
り

と
し
た
い
。
本
稿

の
主
題
は
、
西
欧

の
書
籍

に
よ
る
知
識
が

い
か
に
し
て
東

ア
ジ
ア
に
伝
播
し
活
用
さ
れ
た
か
、
に

あ

っ
た
。
し
か
し
事
態

は
、
西
洋
か
ら
東
洋

へ
の

一
方
的
な
流
入
に
止
ま
ら
な

い
も

の
で
あ

っ
た
。
既
に
、
秋

田
蘭
画
で
成
立
し
た
遠
-
近
対
比
誇
張
法
が
、

そ

の
後
北
斎
、
広
重
と
受
け
継
が
れ
て
、
欧
州

の
日
本
趣
味

(
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
)

の
基
本
的
な
空
間
構
成
法
の
ひ
と

つ
と
な

っ
た
経
緯
は
簡
単
に
復
習
し
て
お
い

た
。
そ
う
し
た
文
脈

の
中

で
国
芳

の

《
東
都
名
所

新
吉
原
》
(図
61
)
と
ク

ー
ル
ベ

(○
⊆
ωけ餌
く
Φ
O
O
d尸居び
Φけ
一〇〇一㊤
1HQ◎刈『
)
の

《
ク
ー
ル
ベ
さ
ん
今
日
は
》
(
一

八
五
四
)
(図
62
)
と

の
比
較

は
興
味
深

い
も
の
だ
ろ
う
。
ふ
た
り
の
人
物
が
も

う
ひ
と
り
の
人
物
と
道
す
が
ら
出
会

っ
て
話
を
し
て
い
る
。
そ

の
背
後

に
は

一

方

に
は
駕
籠
、
他
方
に
は
馬
車
と
い
う
交
通
手
段
が
描
か
れ
、
点
景
と
し
て
ど

ち
ら
に
も
犬
が

い
る
。
主
要
な
舞
台
装
置
は
ほ
ぼ
す
べ
て
共
有
さ
れ
て
い
る
わ

け
だ
が
、
遠
近

の
強
調
と
い
う

〈
日
本
的
〉
特
徴
は
、
む
し
ろ
ク
ー
ル
ベ
の
油

絵

に
顕
著
で
、
こ
こ
で
は
銀
行
家
ブ
リ

ュ
イ
ヤ
ス
が
金
銭
を
、
画
家

ク
ー
ル
ベ

が
天
才
を
寓
意
し
て
い
て
、
富
が
天
才

に
敬
意
を
表
す
る
場
面
と
い
う
、
ク
ー

ル
ベ
の
誇
大
妄
想
が
、
「
さ
迷
え
る

ユ
ダ

ヤ
人
」

の
民
衆
図
像
を
下
敷
き

に
し

て
、
遠
近

の
意
図
的
な
誇
張
を
生
か
し
な
が
ら
、
英
雄
的
な
肖
像
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
。
そ
れ
と
は
反
対
に
、
国
芳

は
西
洋
流

の
透
視
図
法
や
陰
影
法
を
忠

実

に
実
践
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
か
え

っ
て
同
時
代
の
浮
世
絵

で
支
配
的
だ

っ
た
、
人
物
と
風
景

の
対
比
を
避
け
て
い
る
よ
う
だ
。

一
言

で
言
う
な
ら
国
芳

が
あ
ま
り
に

〈
西
洋
臭
〉
く
、
ク
ー
ル
ベ
が
あ
ま
り
に

〈
日
本
的
〉
で
あ
る
、

と
い
う
転
倒
が
こ
こ
に
は
発
生
し
て
い
る
。

つ
い
で
な
が
ら
、
ク
ー
ル
ベ
が
国

芳
の
作
品
を
始
め
と
す
る
日
本

の
浮
世
絵
を
目
に
す
る
機
会
は
、
少
な
く
と
も
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図61歌 川 国芳 《東都 名所 新吉原》(ca.1830s)

図62ギ ュス タ ー ヴ ・ク ー ル ベ

《ク ール ベ さ ん 今 日は》(1854)

図64ア ン リ ・ル ソー 《蛇 使 い の 女 》(1907)

図63大 蘇 芳年 《藤原保 昌[や す まさ]月 下弄笛 図》(1883)

右手 は盗賊袴垂
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一
八
五
四
年
の

《
ク
ー
ル
ベ
さ
ん
今
日
は
》

の
段
階
で
は
、
お
そ
ら
く
な
か
っ

た
は
ず
。
と
い
う

の
も
、
人
物
11
風
景
画

を
含
む
浮
世
絵
が
西
洋
で
流
行
す
る

に
は
、
あ
と
十
年
あ
ま
り
待
た
ね
ば
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。

と
は

い
え
、

ク
ー
ル
ベ
の
擁
護
者
だ

っ
た
批
評
家
の
シ
ャ
ソ
フ
ル
ー
リ
は

一
八
六
九
年

に
は
、

北
斎
や
国
芳
の
図
像
も
取
り
込
ん
で
、
万

国
の

『猫
大
全
』
を
編
纂
す
る
こ
と

に
な
る
。
浮
世
絵
と
西
洋
版
画
と
の
出
会

い
は
、
目
前
に
迫

っ
て
い
た
。

浮
世
絵
の
モ
チ
ー
フ
を
意
図
的

に
自
作

に
取
り
入
れ
た
初
期
の
画
家

の
ひ
と

り

に
、

エ
ド

ゥ
ア
ー
ル

・
マ
ネ

(国
画
O口
9
『創
窰
鋤
⇒
Φけ
一〇◎ω
卜Ol
HOOO◎
Q◎)
が
あ
り
、

《
休
息

ベ
ル
ト

・
モ
リ
ゾ
の
肖
像
》
(
一
八
七
〇
)
の
上
部

に
見
え
る
の
が
、
国

芳
の

《龍
宮
玉
取
姫

の
図
》
と
い
う
、
東

ア
ジ
ア
に
古
来
伝
承
さ
れ
て
き
た
神

話
に
題
材
を
取

っ
た
浮
世
絵
作
品
で
あ
る
。

マ
ネ
は
龍
と
い
う
東
洋

の
モ
チ
ー

フ
と
そ
の
躍
動
感
溢
れ
る
姿
を
油
彩
の
筆
遣

い
で
再
現
し
よ
う
と
腐
心
す
る

一

方
、
そ
れ
を

「休
息
」
と
い
う
主
題
と
意

図
的

に
対
比
さ
せ
て
い
る
。

同
様

に
三
枚
続
き

の
横
長

の
画
面
効
果
が
西
洋
の
画
家

の
興
味
を
引

い
た
例

つ
き
お
か

と
し
て
は
、
国
芳

の
弟
子
筋
に
あ
た
る
、
最
後

の
浮
世
絵
師
の
ひ
と
り
、
月
岡

た
い
そ

よ
し
と
し

(大
蘇
)
芳
年

(
一
八
三
九
-

一
八
九
二
)
を
あ
げ

て
お
き

た
い
。
末
期
浮
世
絵

の
デ

カ
ダ

ン
ス
の
典
型
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
の
多
い
絵
師

で
あ
る
が
、

実
際

に
は
マ
ネ
と
正
確
に
同
世
代
人
で
あ

り
、
そ
の
晩
年
、
そ
う
と
も
知
ら
ず

西
欧

の
世
紀
末
を
同
時
代
に
生
き
て
い
た
形
跡
す
ら
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

す

で
に
高
橋
明
也
氏
が
指
摘
し
た
よ
う

に
、
芳
年

の

《藤
原
保
昌
月
下
弄
笛

図
》
(
一
八
八
三
)
(図
63
)
は
、
中
央

の
笛

を
吹
く
人
物
、
左
手

の
月
と
右
手

の
闇

と

い
う

構

図

上

の
類

似

か

ら

み

て
、

ほ
ぼ

間

違

い

な

く

ア

ソ
リ

・
ル

ソ

ー

(
一宀
①
]P
同
一
菊
○
⊆
ω
ωΦ
①
¢
H
一
〇Q
心
軽
i
H
㊤
一
〇
)

の

《
蛇

使

い

の
女

》

(
図

64
)

の
発

想

源

の

ひ

と

つ
と

し

て

認

知

で

き

よ

う

(↓
鋤
パ
鋤
び
鋤
ω
】ρ
一
一
Φ
QQ
㎝
)
。

絵

葉

書

や

写

真

な

ど

を

巧

み

に

利

用

し

て
自

分

の
世

界

を

築

く

術

は

、

税

関

吏

ル

ソ

ー

の

お
得

意

だ

っ

た
が

、

そ

の
先

例

が

、

あ

る

い
は

ル

ソ
ー
自

身

が

お
手

本

と

し

た

か

も

し

れ

な

い
、

国

芳

や

そ

の
弟

子

の
芳

年

と

い

っ
た
浮

世

絵

師

の
取

材

手

法

に

も

見

ら

れ

る

わ

け

で
あ

る
。

う
た
が
わ
ひ
ろ
し
げ

最
後

に
筆
者

の
思

い
つ
き
を
ひ
と

つ
だ
け
披
露
す
る
な
ら
、
歌
川
広
重
の
怪

奇
趣
味

《平
清
盛
怪
異
を
見
る
図
》
(図
65
)
に
は
、
平
家

の
総
大
将

で
あ

っ

た
い
ら
の
き
よ
も
り

た
、

平

清

盛

(
=

一
八
-

一
一
八

一
)

が

、

厳

島

神

宮

で
積

雪

の
朝

、

森

羅

万

象

が

髑

髏

に
変

貌

し

た
幻

覚

に
捕

わ

れ

る

場

面

が

描

か

れ

て

い

る
。

中

世

の

軍

記

物

『
平

家

物

語

』

に
取

材

し

た

も

の

で
、

平

家

の
滅

亡

を

暗

示

す

る
有

名

な

逸

話

だ

が

、

三
枚

続

き

左

の
中

央

に

は
、

雪

の
山

が

頭

蓋

骨

に

み

え

る
ダ

ブ

ル

・
イ

メ

ー

ジ
が

仕

掛

け

ら

れ

て

い

る
。

サ

ル
バ

ド

ー

ル

・
ダ

リ

(
ω
巴
く
鋤
α
o
『

U
讐

"
一
㊤
艮
占

㊤
。。
㊤
)

の

《
ヴ

ォ

ル
テ

ー

ル

の

不

可
視

の
肖

像

の
あ

る
奴

隷

市

場

》

(
一
九

四

〇
)

(
図

66
)

に

は
、

同

様

に
画

面

ほ
ぼ

中

央

に

、

楕

円

形

の

オ

ラ

ン

ダ

の
帽

子

を

被

っ
た

二
人

の
人

物

が

見

え

る

が

、

こ

れ

が

背

景

と
融

合

す

る

と

、

ヴ

ォ

ル

テ

ー

ル

(<
○
一け①
凶『
①
…
一
①
㊤
蔭
I
H
刈
『
Qo
)

の
肖

像

に

変

貌

す

る
。

こ

の

ダ

ブ

ル

・
イ

メ

ー

ジ

の
作

品

を

描

く

に
あ

た

っ
て
、

サ

ル
バ

ド

ー

ル

・
ダ

リ
が

広

重

の
浮

世

絵

を

直

接

知

っ
て

い
た

必

要

は

な

か

っ
た

か

も

し

れ

な

い
。

と

は

い

え

、

両

者

の

比

較

か

ら

は

、

広

重

も

ま

た
、

ア

ン

ド

レ

・
ブ

ル

ト

ソ

(
》
巳

鼠
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ゆ
お
8
臣

一。。㊤①
山
㊤①
①)
の

『ブ

ラ
ッ
ク

・
ユ
ー
モ
ア
選
』

に
あ
げ
ら
れ
た
、
超

現
実
主
義
者
の
先
駆
者
た
ち

の
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
る
栄
誉
を
担
う
だ
け
の
資

格
は
あ

っ
た
、
と
結
論
づ
け
る
こ
と
も
、
あ

な
が
ち
無
理
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
美
術
の
世
界

に
現
れ
た
さ
ま
ざ
ま

の
モ
チ
ー
フ
や
空
間
表
象

の
手
段
を
、
国
別

の
枠
か
ら
解
き
放
ち
、
美
術
と
い
う
枠
組

み
の
外

の
世
界
と

結
び
付
け
、
視
覚
情
報
や
視
覚
形
式

の
文
化
間
流
通
と

い
う
観
点
か
ら
捉
え
直

し
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
国
別
、
あ
る
い
は
東
洋
と
西
洋
と
を
分
離
し
た
歴

史
観
で
は
と
か
く
見
落
と
さ
れ
が
ち
だ

っ
た
、
地
球
大

の
文
化
交
流

の
、
活
発

に
し
て
複
雑
な
実
態
が
、
生
き
生
き
と
、

そ
し
て
と
き
に
は
生
々
し
く
浮
か
び

上
が

っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

図65歌 川広重 《平清盛怪異 を見 る図》(三枚続 きの うち左二

杓う

図66サ ル バ ドール ・ダ リ 《ヴォル テーノレの不可視 の肖像 の

ある奴隷市場 》(1940)

本
稿

は
、

二
〇

〇

四
年

四
月

一
〇

日
、
梨

花

女

子
大

に
お
け

る

国
際

学
術

集

会

コ

七
-

一
八
世

紀

の
東

ア
ジ

ア

に
お
け

る
書

物

の
流

通

と
知
識

の
変

貌
」

で
行

っ

た
講
演

を
も

と

に

し
て

い
る
。

二
〇

〇

四
年

三
月
七

-
八
日

に
執
筆

し
、

四
月

一
二

日

に
訂

正

し

た
も

の
で
あ

る
。
今

回
、

論
文

と

し

て
公

表

す

る

に
際

し

て
は
、

早

川
聞

多
先

生
、

フ
レ
デ

リ

ッ
ク

・
ク

レ
イ

ン

ス
博

士

か
ら
貴

重

な
助

言

を
得

た
。

記

し

て
謝
意

を
表

す
。

参

考
書

誌

秋

田

一
九
七

四

日
『
秋

田
蘭

画
』

(
隈
元
謙

次
郎

監

修
)

三

一
書

房

池

上

一
九
九

五

H
池

上

英
洋

「
ポ

ッ
ツ
ォ

の

『画

家
と

建
築

家

の
た

め

の
遠

近

法
』

に
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」

畢

[
中
国
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九
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五
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悳
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九
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H
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東
京
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八
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ラ
イ

レ

ッ
セ
の
大
絵

画

本

と
近
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日
本
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』

雄

山
閣

稲
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一
九
九

九

u
稲
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画
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東

方

オ
リ
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リ
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ム
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ジ
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ポ
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名
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屋
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版
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今

橋

一
九

九

五

日
今

橋

理
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『
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の
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鳥

画
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ス
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イ
ド
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一
九
九
九

H
今
橋
理
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『江
戸
絵
画
と
文
学
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東
京
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学
出
版
会

岩
崎

一
九
七
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"
岩
崎
吉
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(編
)
『
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九
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紀
日
本
の
洋
画
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文
堂

浮
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一
九
七
五

"
『浮
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展
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岡
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九
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郎
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)
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版
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文
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版
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亜
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版
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三
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国
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平
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菅
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一
九

八
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"
菅
野
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「
画
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ゥ
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ラ
イ
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と
解

剖
学
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ビ
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ロ
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と
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ウ

パ
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」
、

有
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隆

道

(編

)

『
日
本

洋

学

史

の
研
究

皿
』
、

六
七
1

=
二
〇
頁

ス

ク

リ

ー
チ

一
九

九

八

"
T

・
ス
ク
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ー

チ

『
大
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視

覚

革

命
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(
田
中
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山
宏

訳
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〇

三

"
T
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ス
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チ

『定
信
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見
通
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』

(
高
山

宏
訳
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青

土
社

中
国

一
九
九
五

"
『中
国
の
洋
風
画
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展

町
田
国
際
美
術
館

辻

一
九
九
三

n
辻

惟
雄
先
生
還
暦
記
念
会

(編
)
『
日
本
美
術
史
の
水
脈
』

ぺ
り
か
ん
社

鶴
田

一
九
九
五

"
鶴
田
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良

「万
暦
-
乾
隆
間
の
西
洋
絵
画
の
流
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洋
風
画
」

畢

[
中
国
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五
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九

六
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二
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直
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一
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七

"
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瀬
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の
洋
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-
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〇
二
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画
史
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〇
四

"
成
瀬
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茂
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